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上げ花火が、夜空に大輪の花
を咲かせました。
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●
消
費
税
や
た
ば
こ
税
、
自
動
車
税

な
ど
、
僕
た
ち
が
支
払
っ
た
税
金
は

ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
を

知
り
た
い
の
で
す
が
。

●
菊
池
市
で
は
、
皆
さ
ん
か
ら
納
め

て
い
た
だ
い
た
税
金
な
ど
を
計
画
的

に
、
効
率
よ
く
使
う
た
め
に
「
予
算

書
」
を
作
っ
て
い
ま
す
。

●
そ
う
い
え
ば
「
今
年
度
の
予
算
が

決
ま
り
ま
し
た
」
な
ど
と
新
聞
や
テ

レ
ビ
で
よ
く
耳
に
し
ま
す
ね
。

●
予
算
書
は
、
入
る
お
金
と
使
う
お

金
を
項
目
ご
と
に
分
け
て
整
理
し
て

い
る
も
の
で
す
。

　

通
常
で
は
、
新
し
い
年
度
が
始
ま

る
４
月
１
日
よ
り
前
に
議
会
の
承
認

を
受
け
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　

で
も
、
今
年
は
４
つ
の
市
町
村
が

合
併
し
て
新
し
い
市
が
誕
生
し
た
こ

と
や
新
市
長
が
４
月
１
日
以
降
に
決

ま
っ
た
こ
と
な
ど
で
、
７
月
に
あ
っ

た
定
例
議
会
で
平
成
17
年
度
の
予
算

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

●
な
る
ほ
ど
。
予
算
を
た
て
て
計
画

的
に
使
う
ん
で
す
ね
。

　

も
う
少
し
詳
し
く
予
算
の
中
身
を

教
え
て
も
ら
い
た
い
の
で
す
が
。

●
予
算
の
内
容
を
グ
ラ
フ
に
し
た
の

が
下
の
表
１
と
表
２
で
す
。
家
庭
の

家
計
と
同
じ
よ
う
に
入
る
お
金
「
歳

入
」
と
、
使
う
お
金
「
歳
出
」
が
あ

り
ま
す
。

　

予
算
総
額
は
、
２
３
３
億
５
、
３

０
０
万
円
と
、
去
年
の
旧
４
市
町
村

の
予
算
総
額
を
合
計
し
た
額
に
比

べ
る
と
２
・
６
パ
ー
セ
ン
ト
の
減
に

な
っ
て
い
ま
す
。

●
ま
ず
は
、
表
１
の
歳
入
か
ら
見
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た

だ
く
市
民
税
や
固
定
資
産
税
、
軽

自
動
車
税
、
た
ば
こ
税
な
ど
の
「
市

税
」
を
約
45
億
８
、
０
０
０
万
円
と
、

市
の
財
政
状
況
に
応
じ
て
国
か
ら

配
分
さ
れ
る
「
地
方
交
付
税
」
を
約

72
億
円
な
ど
と
そ
れ
ぞ
れ
入
っ
て
く

る
お
金
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

●
な
る
ほ
ど
。
５
月
に
支
払
っ
た
僕

の
軽
自
動
車
税
は
市
税
に
な
る
ん
で

す
ね
。

●
三
位
一
体
の
改
革
や
行
財
政
改
革

な
ど
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
が
、
菊
池

市
に
も
何
か
関
係
が
あ
る
の
で
す
か
。

●
菊
池
市
の
今
回
の
予
算
は
、
新
市

誕
生
後
初
め
て
の
本
格
予
算
と
な
り

ま
し
た
。

　

依
然
、
国
か
ら
の
国
庫
補
助
金
の

削
減
や
地
方
交
付
税
の
縮
減
、
税
源

移
譲
の
い
わ
ゆ
る
「
三
位
一
体
の
改

革
」
で
地
方
負
担
増
の
影
響
が
で
て

い
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
の
進
展
や
社
会
保
障

経
費
の
増
大
に
加
え
て
、
新
市
建
設

計
画
に
掲
げ
る
施
策
を
推
進
す
る
た

め
、
合
併
交
付
金
や
合
併
特
例
債
な

ど
を
有
効
活
用
し
、
限
ら
れ
た
予
算

を
重
点
的
、
効
率
的
に
配
分
し
て
市

民
の
皆
さ
ん
に
身
近
な
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

●
次
は
表
２
の
歳
出
で
す
。
歳
入
額

が
減
少
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
歳
出

額
も
減
少
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

物
件
費
や
人
件
費
な
ど
の
見
直
し

で
、
徹
底
し
た
経
費
削
減
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な

が
る
よ
う
な
特
に
必
要
な
財
源
は
確

保
し
て
い
ま
す
。

　

で
は
、
項
目
ご
と
に
見
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

　

最
も
多
い
の
が
「
民
生
費
」
で
、

老
人
福
祉
事
業
や
保
育
所
の
運
営
費

な
ど
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

●
「
福
祉
向
上
の
た
め
の
費
用
」
と

い
う
こ
と
で
す
ね
。

●
次
に
多
い
の
が
「
総
務
費
」
で
、

毎
月
届
く
「
広
報
き
く
ち
」
の
作
成

や
選
挙
な
ど
の
費
用
に
使
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

そ
し
て
、
市
道
や
排
水
路
、
公

営
住
宅
の
建
設
や
管
理
な
ど
を
行

う
「
土
木
費
」
、
市
の
借
金
を
返
す

「
公
債
費
」
、
農
家
の
人
が
農
業
を

し
や
す
く
す
る
た
め
の
「
農
林
水
産

業
費
」
が
あ
り
ま
す
。

　

他
に
も
、
乳
幼
児
医
療
費
な
ど
の

「
衛
生
費
」
、
市
内
の
小
・
中
学
校

の
管
理
や
給
食
費
用
な
ど
の
「
教
育

費
」
、
火
災
な
ど
の
災
害
か
ら
私
た

ち
を
守
っ
て
く
れ
る
消
防
団
活
動
な

ど
に
使
わ
れ
る
「
消
防
費
」
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

●
今
ま
で
難
し
そ
う
で
、
考
え
た
こ

と
も
な
か
っ
た
予
算
に
つ
い
て
、
少

し
分
か
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
紹
介
し
た
、
平
成
17
年

度
の
詳
し
い
予
算
書
は
、
菊
池
市
役

所
財
政
課
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

財
政
課　
　

☎
（
25
）
１
１
１
１

予防接種前の健診。これには「衛生費」が使われています

　

新
聞
や
テ
レ
ビ
な
ど
で
よ
く
耳
に

す
る
予
算
。

　

大
学
４
年
生
の
菊
池
太
郎
く
ん

は
、
自
分
が
住
む
ま
ち
の
税
金
が
ど

の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
を
勉

強
し
よ
う
と
、
菊
池
市
役
所
の
財
政

担
当
者
に
、
そ
の
使
い
道
な
ど
を
聞

い
て
み
ま
し
た
。

平成17年度　予　算

平成17年度

予　算

皆
さ
ん
の
税
金

　
　
　
　
そ
の
使
い
道

皆
さ
ん
の
税
金

　
　
　
　
そ
の
使
い
道

歳入総額
233億5,300万円

依存財源
63.8％

市税
45億8,388万2千円
（19.6％）

分担金・負担金
4億5,354万7千円
（1.9％）
使用料・手数料
5億4,256万3千円
（2.3％）

繰入金
23億7,790万3千円
（10.2％）

繰越金
2億円（0.9％）

その他諸収入など
3億232万8千円
（1.3％）

国庫支出金
23億2,706万2千円
（10.0％）

県支出金
13億4,363万2千円

（5.8％）

贈与税・交付金
16億5,338万3千円

（7.1％）

市税
45億8,388万2千円
（19.6％）

分担金・負担金
4億5,354万7千円
（1.9％）
使用料・手数料
5億4,256万3千円
（2.3％）

繰入金
23億7,790万3千円
（10.2％）

繰越金
2億円（0.9％）

その他諸収入など
3億232万8千円
（1.3％）交付税

72億2,500万円
（30.9％）

市債
23億4,370万円
（10.0％）

交付税
72億2,500万円
（30.9％）

国庫支出金
23億2,706万2千円
（10.0％）

県支出金
13億4,363万2千円

（5.8％）

贈与税・交付金
16億5,338万3千円

（7.1％）

市債
23億4,370万円
（10.0％）

自主財源　
36.2％

●市　税
　市民税・固定資産税・
軽自動車税・たばこ税な
ど最も重要な財源です。

●地方交付税
　行政サービスをどの自
治体で受けても同水準に
なるように、国が市の財
政状況に応じて配分する
お金です。

●地方譲与税
　自動車重量譲与税や地
方道路譲与税、所得譲与
税と国税として収納され
たものが一部還元される
ものです。

●国庫支出金
　事業を行うため国から
交付されるお金です。

●県支出金
　事業を行うため県から
交付されるお金です。

●市　債
　特定の事業のため借り
入れるお金です。

●その他
　分担金・負担金、使用
料・手数料、財産収入、
繰越金、諸収入などがあ
ります。

表１　歳　入

●議会費
　議会運営のための経費
です。
●総務費
　市の行政、財産、選挙、
企画、税の徴収、窓口業
務などの経費です。
●民生費
　市民皆さんの福祉向上
のための経費です。
●衛生費
　ごみ処理や健康づくり
などのための経費です。
●農林水産業費
　農林業の振興のための
経費です。
●商工費
　商工、観光の振興のた
めの経費です。

●土木費
　道路や橋、河川、公営
住宅などの整備の経費で
す。
●消防費
　菊池広域連合消防本部
への負担金や消防機材な
どの整備の経費です。
●教育費
　学校教育や生涯学習な
どの経費です。
●災害復旧費
　自然災害などの復旧を
するための経費です。
●公債費
　市の借金（市債）を返
済する経費です。

表２　歳　出

　
使
う
お
金

　
　
　
　
　
　

〜
歳　

出
〜

　
入
る
お
金

　
　
　
　
　
　

〜
歳　

入
〜

歳出総額
233億5,300万円

議会費
3億4,760万円
（1.5％）

総務費
36億6,151万7千円
（15.7％）

民生費
58億5,854万5千円
（25.1％）

商工費
4億3,104万円
（1.8％）

消防費
9億825万6千円
（3.9％）

その他
3,000万円（0.1％）

衛生費
17億2,198万6千円

（7.4％）

農林水産業費
23億5,966万5千円
（10.1％）

土木費
30億5,100万3千円
（13.1％）

教育費
19億9,857万9千円

（8.6％）

公債費
29億7,440万7千円
（12.7％）

議会費
3億4,760万円
（1.5％）

総務費
36億6,151万7千円
（15.7％）

民生費
58億5,854万5千円
（25.1％）

商工費
4億3,104万円
（1.8％）

消防費
9億825万6千円
（3.9％）

その他
3,000万円（0.1％）

衛生費
17億2,198万6千円

（7.4％）

農林水産業費
23億5,966万5千円
（10.1％）

土木費
30億5,100万3千円
（13.1％）

教育費
19億9,857万9千円

（8.6％）

災害復旧費
1,040万2千円
（0.04％）

災害復旧費
1,040万2千円
（0.04％）

公債費
29億7,440万7千円
（12.7％）

●菊池太郎くん●財政担当者



　

解
散
に
伴
う
衆
議
院
小
選
挙
区
選

出
議
員
選
挙
、
比
例
代
表
選
出
議
員

選
挙
お
よ
び
最
高
裁
判
所
裁
判
官
の

国
民
審
査
が
次
の
と
お
り
行
わ
れ
ま

す
。

投
票
日　

９
月
11
日
（
日
）

　

午
前
７
時
〜
午
後
８
時

公
示
日　

８
月
30
日
（
火
）

投
票
で
き
る
人

　

平
成
17
年
８
月
29
日
調
整
の
菊
池

市
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

る
人
。
た
だ
し
、
公
民
権
停
止
者
は
、

登
録
さ
れ
て
い
て
も
投
票
は
で
き
ま

せ
ん
。

選
挙
人
名
簿
登
録
の
た
め
の
資
格
要
件

・
年
齢

　

昭
和
60
年
９
月
12
日
ま
で
に
出
生

し
た
人
。

・
住
所

　

平
成
17
年
５
月
29
日
ま
で
に
菊
池

市
に
住
民
票
が
作
成
さ
れ
た
人
。

・
欠
格
事
項

　

平
成
17
年
８
月
29
日
現
在
で
欠

格
事
項
（
公
職
選
挙
法
第
11
条
、

２
５
２
条
及
び
政
治
資
金
規
正
法

第
28
条
）
に
該
当
し
な
い
こ
と
。

投
票
所
入
場
券

　

投
票
所
の
入
場
券
は
、
公
示
日
以

降
に
各
有
権
者
に
郵
送
し
ま
す
。
投

票
の
際
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票

　

投
票
当
日
に
、
仕
事
や
行
事
、
レ

ジ
ャ
ー
な
ど
で
、
直
接
投
票
所
に
行

け
な
い
人
は
、
期
日
前
投
票
ま
た
は

不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
期
日
前
投
票
ま
た
は
不
在

者
投
票
を
す
る
人
は
、
入
場
券
の
ハ

ガ
キ
を
開
く
と
「
期
日
前
投
票
ま
た

は
不
在
者
投
票
の
宣
誓
書
」
が
印
刷

さ
れ
て
い
ま
す
。
必
要
な
事
項
を
記

入
し
て
、
期
日
前
投
票
ま
た
は
不
在

者
投
票
を
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者

・
期
日
前
投
票

　

菊
池
市
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
、

菊
池
市
で
投
票
す
る
人

・
不
在
者
投
票

◇
他
の
市
町
村
で
投
票
す
る
人

◇
病
院
・
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
で
投

票
す
る
人

郵
便
投
票

・
身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
る
人

・
要
介
護
者
で
要
介
護
状
態
区
分
が

「
要
介
護
５
」
の
状
態
の
人

※
選
挙
公
報
は
、
９
月
７
日
（
水
）

ご
ろ
に
、
区
長
さ
ん
な
ど
を
通
し

て
配
布
し
ま
す
。

※
当
日
は
、
開
票
速
報
を
「
菊
池
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
に
掲
載
す
る
予

定
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　

☎
（
25
）
１
１
１
１

投票区 投票所名 区　　　域 投票区 投票所名 区　　　域

第１ 菊池市
勤労青少年ホーム

上町・立町・高野瀬 第 20 菊池市七城公民館 荒牧・高田・五海・西郷・
羽根木・蟹穴・戸田島・
七城田中・本村・加恵

第２ 菊池市立
第二幼楽園

中町・下町・切明・立石・
袈裟尾・玉祥寺・遊蛇口

第 21 菊池市立
七城体育館

甲佐町・新古閑・清水・宮園・
菰入・間所・雇用促進住宅・
岩瀬・前川

第３ 菊池市役所庁舎 迎町・中央通・横町・正院町・
栄町・北原・片角・大琳寺・北宮

第 22 リバーサイド
パーク

板井・梶迫・林原・元村・新村・
打越・内島・小野崎・大尺・
七城松島・上橋田・下橋田

第４ 菊池女子高等学校
講堂

西正観寺・東正観寺・亘・築地 第 23 岩本公民館 岩本・楠原

第５ 菊池市立
河原小学校体育館

神鶴・菊池松島・日向・
柿木平・中原

第 24 菊池市旭志多目的
研修センター

小原・伊萩・妻越・津留

第６ 藤田公民館 藤田・下木庭・上木庭 第 25 高柳集落センター 平・高柳・湯舟・北桜ヶ水・
南桜ヶ水

第７ 菊池市水源支館 菊池佐野・鍋倉・原細永・
日生野・伊牟田・滝黒仁田・
木佐木

第 26 高永集会所 高永・伊坂・大迫

第８ 菊池市
農村女性の家

戸城・永山・伊野・杉生・木護・
柏・鉾の甲・生味・古川・立門

第 27 川辺公民館 川上・川下・出分・川辺南団地・
あさひが丘自治会

第９ 塚原
構造改善センター

下組・塚原・長六・岩平 第 28 片川瀬集落セン
ター

片川瀬・尾足

第 10 菊池市立
龍門小学校体育館

寺小野・染土・長野・
龍門一区・雪野

第 29 姫井集落センター 小川・姫井・九ノ峰

第 11 菊池市立
小木体育館

小木 第 30 菊池市泗水
総合支所

薬師・上高江・福本一・福本二・
泗水社・田吹・福本団地・
東原団地

第 12 菊池市立やまびこ
体育館

中山・鳳来・穴川 第 31 永公民館 永・永出分・富納・永南・泗水苑

第 13 太田区地域生涯
学習センター

西迫間・七坪・市野瀬・中野瀬・
太田・東迫間・戸豊水・大柿・
菊池平野

第 32 南住吉公民館 飛熊・上住吉・南住吉・北住吉・
南山手

第 14 迫龍ふれあいセン
ター

茂藤里・篠倉・伊倉・道園・金峰 第 33 富公民館 村吉・富・富出分・泗水田中・
竹の下・迫田団地・堂迫団地・
北原団地

第 15 菊池市立
菊之池小学校
体育館

深川・上長田・野間口・神来・
上西寺・中西寺・辻・下西寺・
南古閑・北古閑・東原

第 34 久米一公民館 久米二・久米一・高江・
高江出分・三万田

第 16 菊池市立
花房小学校
体育館

村田・下長田・大塚・上出田・
下出田･植古閑・広瀬・木柑子・
花房台

第 35 菊池市立
泗水西小学校
体育館

田島一・田島二・猪の目・岡・
泗水平野・井戸方・泗水佐野・
糠泉・辰頭団地・迎幸学園・
田島団地

第 17 菊池市戸崎支館 今・甲森北・乙森北・上古閑・
下赤星・上赤星

第 36 菊池市泗水
B&G海洋センター
体育館

老人ホーム・富の原中央・
富の原台・富の原東・アルバッ
ク九州寮・柿崎製作所寮・
菊池苑・富の原北・
菊池農高寮・富の原一・
富の原西・朝日団地

第 18 稗方公民館 稗方・堀切

第 19 菊池市七城
老人福祉センター

山崎・上水次・下水次・岡田・
流川・辺田・台・瀬戸口

第 37 菊池市立
泗水第２体育館

桜山一・桜山二・桜山三・
桜山四・桜山五・桜山六・
桜山七・桜山八・桜山九

投　票　所

・菊池市役所庁舎　　　１階小会議室
・菊池市七城総合支所　１階図書監査室
・菊池市旭志総合支所　１階ロビー
・菊池市泗水総合支所　１階ロビー

期日前投票・不在者投票
８月31日（水）～９月10日（土）

午前８時30分～午後８時
※国民審査は９月４日（日）から９月10日（土）まで 投票できます。

衆
議
院
議
員
総
選
挙

衆
議
院
議
員
総
選
挙

最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査

最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査

午
前
７
時
〜
午
後
８
時

９
月
11
日（
日
）

９
月
11
日（
日
）

午
前
７
時
〜
午
後
８
時

第
44
回

第
20
回

第
44
回

第
20
回

あなたの１票を大切に・・・
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天草弁を使いながら、独特のテンポと巧妙な
動きで会場を笑いの渦に包み込んだお笑い
コンビの「プー&ムー」

　菊池市子ども会のビーチボールバレー大会が泗
水体育館と泗水小体育館で、同ソフトボール大会
が泗水グラウンドでそれぞれあり、ビーチボール
バレーに 30チーム、同オープンの部に 10チーム、
ソフトボールに 16チームが参加しました。
　猛暑の中、参加した子どもたちは、同じ市になっ
た仲間たちと元気いっぱい楽しくプレーしました。
　上位の結果は次のとおりです。

７月19日（火）～７月23日（土）
泗水町ナイターソフトボール大会

　泗水町ナイターソフトボール大会が泗水町体育協
会、泗水町ソフトボール協会の主催であり、富の原
一区チームが優勝しました。
　旧泗水町内の各集落から 33チームが参加し、泗
水中学校、泗水東小学校、泗水西小学校の各グラウ
ンドを会場に５日間にわたる熱い戦いが繰り広げら
れました。
　蒸し暑い会場では、日ごろ持ちなれないバットで
空振りする人や特大のホームランを打ち「ナイスバッ
ティング」の声のなかを、ホームインする人なども
いました。
　上位の結果は、次のとおりです。
　優勝　富の原一区　　３位　桜山一区
　２位　上住吉A　　　 〃 　福本二区

５
日
間
に
わ
た
る
真
夏
の
球
宴
を

制
覇
し
た
富
の
原
一
区
チ
ー
ム

７月23日（土）
第１回菊池市子ども会ビーチボールバレー・ソフトボール大会

ビーチボールバレーで優勝し表彰される富の原北・東区子ども会
の代表者（左写真）とソフトボールで優勝した川辺チーム（右写真）

８月６日（土）'05竜門ダムフェスタin菊池
 太鼓の祭典　鼓賑まつり
８月７日（日）菊池白龍まつり
　８月６日（土）に竜門ダムフェスタ in 菊池と鼓賑まつりが、
８月７日（日）に白龍まつりがそれぞれありました。
　竜門ダムエントランス広場一帯であった竜門ダムフェスタ
は、ヤマメのつかみ取りやラジコン４輪バギートライアル、ク
レヨンしんちゃんのキャラクターショーなどがあり、多くの家
族連れで賑わいました。
　鼓賑まつりには、九州各地から６つの太鼓団体が集まり、華
麗なバチさばきで観客を魅了しました。
　また、鋤野貴也さんと特別出演の髙﨑裕士さんのライブもあ
り、その歌声と演奏に会場からは大きな拍手が送られました。
　白龍まつりでは、約 150 人の有志が担ぐ巨大白龍２頭と、
小学生たちが担ぐ今年初登場の子龍１頭とが一緒に商店街を
練り歩き、市民広場の特設ステージ前では、迫力ある演出が披
露されました。
　フィナーレを飾った花火大会では、仕掛け花火と約 3,000
発の打ち上げ花火が、菊池の夜空を鮮やかに彩りました。音と光が観客の目の前で広がる迫力満点の花火大会

竜門ダムフェスタのヤマメのつかみ取りで、
プールの中を駆け回る子どもたち

　ふるさと祭りが孔子公園であり、家族連れなど約 8,000 人で会
場はいっぱいになりました。
　よしもと in 孔子公園や踊ろう夏祭り、総踊り、花火大会があり、
吉本興業の若手お笑いコンビのパタパタママ、どんぴしゃ、松下笑
一、プー&ムーの４組が次々とテンポよく漫才を披露すると、観
客からは大きな笑いと歓声が上がっていました。
　踊ろう夏祭りには菊池市内から６団体が参加し、子どもたちのかわ
いいダンスや鮮やかな衣装を着たフラダンスなどが披露されました。
　この祭りは、毎年この日に孔子公園で行なわれています。

●ビーチボールバレー
　優勝　富の原北・
　　　　東区子ども会

　２位　川辺A
　３位　富の原中央
　 〃 　富出分

（オープンの部）
　優勝　新古閑キッズ
　２位　まどころ
　　　　ファイターズ

　３位　加恵
●ソフトボール
　優勝　川辺
　２位　田島ドラゴンズ
　３位　富出分ホークス
　 〃 　旭野・麓連合

８月４日（木）第17回全国高校生銃剣道大会

　全国高校生銃剣道大会が、東京都の日本武道館で
あり、銃剣道泗水少年クラブのメンバーが練習の成
果を生かし、優秀な成績を収めました。
　個人戦男子１年の部は同じ高校同士の決勝対戦と
なり、小

こばやし

林卓
たく

也
や

選手（菊池高校１年）が木
きのした

下裕
ひろたか

貴選
手（同校１年）を下し優勝しました。
　男子３年の部では、橋

はし

本
もと

忠
ただ

佳
よし

選手（同校３年）が
２位に、女子の部では平

ひら

川
かわ

真
ま

衣
い

選手（同校１年）が
優勝しました。
　また、団体戦でも熊本選抜チームがベスト８に入
り、大健闘しました。

左
か
ら
橋
本
選
手
、
平
川
選
手
、

小
林
選
手
、
木
下
選
手

　菊池市建築組合（小
こばやし

林憲
けん

一
いち

組合長）の組合員約
50人が、旧菊池市内の小・中学校と保育園の修繕
作業をボランティアで行いました。
　猛暑の中、各学校に分かれた組合員たちは、日ご
ろ使っている大工道具を持ち、校内や園内の床や扉
などの壊れた部分を修繕して回りました。学校や保
育園の職員からは、たいへん喜ばれ、夏休みを終え
た子どもたちにも「奉仕の気持ち」が伝えられまし
た。
　この活動は、毎年この時期に同組合が行なってい
ます。

7月24日(日)一日大工奉仕作業

猛
暑
の
中
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
壊
れ
た
床
部
分
の

修
繕
を
す
る
組
合
員

同クラブでは部員を随時募集しています。
問い合わせ先　豊村　☎（38）4895

鼓賑まつりで、華麗なバチさばきを見せる
「ゆふいん源流太鼓」のメンバー

白龍まつりで巨大白龍を担ぎ、会場内を
練り歩く有志たち

８月14日（日）泗水ふるさと祭り

踊ろう夏祭りでダンスを披露する
子どもたち（3Bキッズダンス）

来場者も一緒に参加しての総踊り
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現
況
届
け
の
ハ
ガ
キ
は
、
誕
生
月

の
初
め
ご
ろ
に
社
会
保
険
業
務
セ

ン
タ
ー
か
ら
送
ら
れ
て
き
ま
す
の
で
、

あ
な
た
の
住
所
・
氏
名
な
ど
必
要
事

項
を
記
入
し
、
切
手
を
貼
っ
て
社
会

保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
に
誕
生
月
の
末

日
ま
で
届
く
よ
う
に
出
し
く
だ
さ
い
。

　

自
分
で
は
記
入
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
た
め
に
、
親
族
な
ど
が
代
理
で

記
入
す
る
と
き
は
、
受
給
権
者
の
欄

な
ど
を
漏
れ
な
く
記
入
し
て
「
代
理

人
署
名
欄
」
に
代
筆
者
の
住
所
・
氏

名
な
ど
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　

現
況
届
の
提
出
が
遅
れ
た
り
、
提

出
し
な
か
っ
た
と
き
に
は
、
年
金
の

支
払
い
が
一
時
止
ま
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　

年
金
の
支
払
い
が
止
ま
っ
た
場
合

は
、
現
況
届
が
社
会
保
険
業
務
セ
ン

タ
ー
に
届
い
て
か
ら
随
時
、
止
ま
っ

た
期
間
分
の
年
金
を
さ
か
の
ぼ
っ
て

支
払
い
ま
す
。

　

老
齢
福
祉
年
金
や
20
歳
前
の
障
害

に
よ
る
障
害
基
礎
年
金
の
受
給
者
は
、

指
定
さ
れ
た
期
日
ま
で
に
住
所
地
の

市
区
町
村
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
受
け
て
い
る
年
金
の
種
類
に
よ
っ

て
、
医
師
ま
た
は
歯
科
医
師
の
診

断
書
や
レ
ン
ト
ゲ
ン
フ
ィ
ル
ム
が

必
要
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
西
社
会
保
険
事
務
所

　

☎
０
９
６
（
３
５
３
）
０
１
４
１

　半年前納の申し込み後は、年２回の口座振替が始ま
ります（10月～３月分は 10月末日に、４月～９月分
は４月末日に口座から引き落とされます）。
　平成 17年 10月から平成 18年３月分の口座振替に
よる半年前納は、平成 17年９月中に社会保険事務所
での登録処理が完了している必要がありますので、申
し込みは早めにお願いします。

　納付書での前納は、半年分に限らず随時受付中です。
詳しくは熊本西社会保険事務所へ問い合わせください。
　申し込むと、保険料が割引された前納用の納付書が、
自宅に送付されます。
問い合わせ先
　熊本西社会保険事務所　☎ 096（353）0141

８
月
は
老
齢
福
祉
年
金
の

受
取
月
で
す

国
民
年
金
の

　
現
況
届
の
提
出
は
お
済
み
で
す
か

国
民
年
金
の

　
現
況
届
の
提
出
は
お
済
み
で
す
か

国
民
年
金
の

　
現
況
届
の
提
出
は
お
済
み
で
す
か※受給年金の種類で、現況届の様式は異なります。

①納付書または年金手帳　②預（貯）金通帳　③預（貯）金通帳の登録印
を持って、熊本西社会保険事務所国民年金業務課

または ご利用の金融機関窓口へ申し込んでください。

660円
納付書で
納めた場合

930円
口座振替の場合 　１年分の前納だと、さらにお得です。

　詳しくは、熊本西社会保険事務所へ
問い合わせてください。

■半年分前納した場合の割引額
（平成 17年 10月～平成 18年３月分）

口座振替の申し込みは、とっても簡単

保険料は、一定期間分をまとめて前払い (前納 ) すると割引きになります。
また、口座振替で前納すると、さらにお得になります。

月々の保険料を毎月納めている人は、
お得な口座振替での前納をこの機会にぜひご利用ください。

国民年金情報国民年金情報国民年金情報国民年金保険料は
口座振替でまとめ払い がお得です

　

国
民
年
金
を
受
給
中
の
皆
さ
ん
、
現
況
届
の
提
出
は
お
済
み
で
す
か
。

　

現
況
届
は
１
年
に
１
回
、
誕
生
月
に
提
出
し
て
も
ら
う
届
け
で
、
あ

な
た
が
引
き
続
き
年
金
を
受
け
る
権
利
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る

た
め
の
大
事
な
届
け
で
す
。

　菊池市内の自動車販売店７社の社員約 70人が、
ボランティアで環境美化活動に汗を流しました。
　始業前の午前８時から午前９時までの１時間、
参加者は道路や公園に捨てられた空き缶やペット
ボトル、たばこの吸い殻などを拾って回りました。
　また、行き交う市民や観光客に「おはようござ
います」などと大きな声で挨拶をする運動も兼ね
てありました。
　菊池自動車販売店会代表の長

な が お

尾隆
たかすけ

輔さんは「こ
のような奉仕活動の輪が広がることを期待してい
ます」と話されました。

８月４日（木）～８月８日（月）
中学生海外派遣事業

　菊池市内の中学生の代表 40人が韓国への海外派
遣事業に参加し、外国の歴史や文化を学んできまし
た。
　一行は、これまで交流があった韓国清原郡と金堤
市を訪問し、視察研修や現地の中学生宅にホームス
テイするなどして交流の輪を深めました。
　出発式では、七城中２年の古

こ が

閑康
こうへい

平くんが「韓国
文化をしっかり勉強して視野を広げてきます」と力
強く決意表明しました。
　この事業は、菊池市の中学生に国際理解と国際親
善の観念・感覚を具体的に把握させ、将来、世界的
視野のもとで活躍できる人材育成の基礎を作ること
を目的に、毎年この時期に行われています。

現
地
の
中
学
生
と
交
流
す
る

参
加
し
た
生
徒

８月４日（木）
菊池市内自動車販売店７社の社員が
環境美化活動

８月８日（月）
第39回交通安全子ども自転車
熊本県大会での活躍を福村市長に報告

　７月16日（土）に菊陽町の運転免許センターであっ
た交通安全子ども自転車熊本県大会で、龍門小学校
が団体の部で４位、個人の部で佐

さ と う

藤賢
け ん し

志くんが１位
に輝き、その報告に福村市長を訪れました。
　団体と個人の部には、佐

さ と う

藤賢
け ん し

志くん（６年）、山
やまもと

本
恒
ひ さ し

史くん（６年）、山
やまもと

本彩
あ や か

加さん（６年）、田
た な か

中克
か つ み

己
くん（５年）、川

かわかみ

上眞
ま い

依さん（５年）、渡
わたなべ

邉　敦
あつし

くん（５
年）の６人がそれぞれ出場しました。
　福村市長は「立派な成績、おめでとう。夏休み中
も交通事故に気をつけて、これからも頑張ってくだ
さい」と声をかけました。

報
告
に
訪
れ
た
龍
門
小
学
校
の
児
童
た
ち
。

前
列
左
か
ら
山
本
さ
ん
、
佐
藤
く
ん
、

川
上
さ
ん
、
田
中
く
ん

　大津町の生涯学習センターで環境フェアがあり、
親子連れなどたくさんの人が、環境について学びま
した。
　菊池管内の小学生が参加した分別体験には、菊池
市からも泗水小学校の児童たち５人が参加し、ビー
ル瓶やペットボトル、電池などのごみの分別を体験
をしました。
　いくつか分別の間違いはあったものの、児童たち
はとても良い経験をしました。
　このフェアは、「大量生産・大量消費・大量廃棄」
型の経済社会から脱却した「循環型社会への貢献」
を目指し、ごみ減量化対策の一環として「マイバッ
グの普及」を推進のため、毎年この時期に菊池管内
で行なわれています。
　皆さんも、ごみはきちんと分別しましょう。

８月７日（日）第３回菊池管内環境フェア

ご
み
の
分
別
体
験
に
参
加
し
た

泗
水
小
学
校
の
児
童
た
ち

環
境
美
化
活
動
に
参
加
し
た
自
動
車
販
売
店

の
社
員
た
ち
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第12条 第11条

第10条 第９条 第８条

第７条 第６条

第５条 第４条 第３条

第２条

焦
げ
た
部
分
は

避
け
る

　

焼
け
焦
げ
た
部
分
に
は
発
が
ん
物

質
が
認
め
ら
れ
ま
す
が
、
あ
ま
り
神

経
質
に
な
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
焦
げ
た
部
分
を
大
量
に

食
べ
る
こ
と
は
避
け
た
方
が
よ
い
で

し
ょ
う
。

カ
ビ
の
生
え
た
も
の

に
注
意

　

カ
ビ
の
中
に
も
発
ガ
ン
性
物
質
が

認
め
ら
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
カ
ビ
を
使
っ
た
チ
ー
ズ

は
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。

日
光
に
当
た
り

す
ぎ
な
い

　

紫
外
線
で
や
け
た
肌
は
、
一
種
の

や
け
ど
の
状
態
に
あ
り
ま
す
。

　

炎
症
が
続
く
と
、
細
胞
が
傷
つ
け

ら
れ
、
が
ん
を
誘
発
す
る
可
能
性
も

高
く
な
り
ま
す
。

適
度
に
運
動
を
す
る

　

運
動
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
が

ん
の
原
因
で
あ
る
活
性
酸
素
を
除
去

す
る
物
質
が
増
え
る
と
い
う
こ
と
が

分
か
っ
て
い
ま
す
。

　

気
分
転
換
の
た
め
に
も
、
ま
た
健

康
づ
く
り
の
た
め
に
も
適
度
な
運
動

を
し
ま
し
ょ
う
。

体
を
清
潔
に
す
る

　

体
を
清
潔
に
保
つ
こ
と
で
、
皮
膚

が
ん
や
陰
茎
が
ん
、
子
宮
頸
が
ん
な

ど
が
あ
る
程
度
予
防
で
き
ま
す
。

　

い
つ
も
清
潔
に
保
つ
よ
う
に
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
12
カ
条
は
、
と
り
た
て
て
特

別
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

日
常
生
活
の
中
で
、
少
し
だ
け
気

を
付
け
れ
ば
、
誰
に
で
も
で
き
る
簡

単
な
こ
と
で
す
。

　

こ
れ
ら
を
実
行
し
て
、
少
し
で
も

が
ん
の
原
因
に
な
る
よ
う
な
こ
と
を

遠
ざ
け
た
い
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
が
ん
は
何
よ
り
も
早
期
発

見
が
大
切
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。
早
期
発
見
・
早
期

治
療
の
た
め
に
、
少
な
く
と
も
年
に

１
回
は
、
定
期
検
診
を
受
け
ま
し
ょ

う
。

　
「
複
合
健
診
」
の
日
程
な
ど
を
17

ペ
ー
ジ
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　７月21日（木）に旭志会場で、７
月22日（金）に菊池会場で、７月27
日（水）に泗水会場でそれぞれ３歳児健診がありました。
　歯科検診の結果、むし歯がなかった子どもさんを紹介
します。（敬称略）

水
みずかみ

上和
わ か な

奏（○旭  姫井）

中
なかがわ

川未
み く

来（○旭  片川瀬）

齋
さいとう

藤斗
と あ

明（○旭  小原）

上
う え だ

田陸
り く と

斗（○旭  伊坂）

歯ッピーキッズ
３歳児健診時「むし歯なし」の子

　

最
近
で
は
肺
が
ん
が
増
加
し
、
平

成
５
年
以
降
の
男
性
の
肺
が
ん
に
よ

る
死
亡
率
は
胃
が
ん
を
抜
い
て
ト
ッ

プ
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
増
加
の

一
途
を
た
ど
る
と
予
測
さ
れ
ま
す
。

　

女
性
の
場
合
、
子
宮
が
ん
は
減
少

傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
乳
が
ん
は
増

加
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
日
本
人
の
部
位
別
が
ん
の

発
生
傾
向
は
、
欧
米
に
近
づ
い
て

い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

喫
煙
、
食
生
活
の
欧
米
化
を
始
め
生

活
環
境
の
変
化
が
影
響
し
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

私
た
ち
が
、
が
ん
に
全
く
か
か
ら

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
は
無
理
と
し

て
も
、
日
常
生
活
の
中
で
、
あ
る
程

度
が
ん
を
防
ぐ
こ
と
は
で
き
ま
す
。

　

「
で
き
る
だ
け
が
ん
の
原
因
を
追

放
し
て
い
こ
う
」
と
い
う
こ
と
か
ら

生
ま
れ
た
の
が
「
が
ん
を
防
ぐ
た
め

の
12
カ
条
」
で
す
。

　

こ
の
12
カ
条
は
、
一
見
ど
れ
も
平

凡
に
思
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

し
っ
か
り
と
し
た
科
学
的
根
拠
に
基

づ
い
て
い
ま
す
。

　

そ
の
12
カ
条
を
紹
介
し
ま
す
。

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

栄
養
を
取
る

　

偏
食
せ
ず
に
い
ろ
ん
な
も
の
を
バ

ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
る
こ
と
は
、
栄
養

の
面
ば
か
り
で
は
な
く
、
発
が
ん
の

危
険
性
を
低
下
さ
せ
る
と
い
う
点
か

ら
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

毎
日
、
変
化
の
あ
る

食
生
活
を

　

肉
や
魚
、
野
菜
、
海
藻
類
な
ど

を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
使
い
、
バ
ラ
エ

テ
ィ
ー
あ
る
食
生
活
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

食
べ
す
ぎ
を
さ
け
、

脂
肪
は
控
え
め
に

　

脂
肪
の
摂
取
量
は
、
乳
が
ん
や
大

腸
が
ん
・
前
立
腺
が
ん
な
ど
の
発
生

と
も
関
連
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ

て
い
ま
す
。

お
酒
は
、

ほ
ど
ほ
ど
に

　

お
酒
の
飲
み
す
ぎ
が
及
ぼ
す
悪
影

響
は
、
肝
臓
だ
け
に
と
ど
ま
り
ま
せ

ん
。

　

過
度
の
飲
酒
と
、
口
腔
が
ん
、
咽

頭
が
ん
、
食
道
が
ん
は
関
係
が
あ
る

と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

タ
バ
コ
は
吸
わ
な
い
・

吸
い
過
ぎ
な
い

　

タ
バ
コ
は
発
ガ
ン
性
物
質
を
大
量

に
含
ん
で
お
り
、
肺
の
中
で
は
お
び

た
だ
し
い
数
の
活
性
酸
素
（
が
ん
の

原
因
）
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

食
べ
物
か
ら
適
量
の

ビ
タ
ミ
ン
と
繊
維
質

の
も
の
を
多
く
取
る

　

ビ
タ
ミ
ン
Ａ
・
Ｃ
・
Ｅ
に
は
、
発

が
ん
を
防
ぐ
働
き
が
あ
る
こ
と
が
知

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
野
菜
な
ど
に
含
ま
れ
る
繊

維
質
に
も
同
じ
よ
う
な
効
果
が
あ
り

ま
す
。

　

ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
・
Ｅ
は
発
が
ん
物
質

が
作
ら
れ
る
の
を
抑
え
る
働
き
が
あ

り
ま
す
。

塩
辛
い
も
の
は
少
な

め
に
、
熱
い
も
の
は

冷
ま
し
て
か
ら

　

胃
が
ん
の
発
生
に
密
接
な
関
係
が

あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
が
、
塩

分
の
摂
取
量
で
す
。

　

ま
た
、
あ
ま
り
熱
い
も
の
は
食
道

が
ん
が
発
生
し
や
す
い
状
況
を
つ
く

る
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

が
ん
を
防
ぐ
た
め
の

　
　

カ
条

１辺が26cmの正方形から、料理がはみ出
すものがないようにすると、ほぼ正しい食
事を取ることができます

適度な運動は、がんの予防につながります。紫外線対策
をして健康づくりのためにも運動をしましょう

健康だより健康だより
問い合わせ先

健康推進課　☎（25）1111

が
ん
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

９
月
は

「
が
ん
征
圧
月
間
」

下
しもかわ

川想
そうすけ

介（○旭  あさひが丘住宅）

井
いのうえ

上京
きょうか

楓（○旭  あさひが丘住宅）

藤
ふじもと

本琴
こ と み

美（○旭  あさひが丘住宅）

　甘いものを控えること、歯みがきをすること、歯を強
くすること、定期健診を受けることがむし歯を予防する
ポイントです。
　これからもむし歯ゼロで頑張りましょう。 果物には、発がんを防ぐ働きがある

ビタミンCが多く含まれています

　

今
や
世
界
で
最
も
長
く
な
っ
て
い
る
日
本
人
の
平
均
寿
命
。

　

そ
の
一
方
、
死
亡
の
状
況
を
み
る
と
「
が
ん
」
が
死
因
の
第
１
位
と

な
り
、
年
々
増
え
続
け
て
い
ま
す
。

　

死
亡
者
の
お
よ
そ
３
人
に
１
人
は
「
が
ん
」
で
亡
く
な
っ
て
い
る
の

で
す
。
今
や
「
が
ん
」
の
制
圧
は
国
民
の
健
康
課
題
の
中
で
、
最
も
重

要
な
も
の
で
す
。

　

今
回
は
、
日
常
生
活
の
中
で
で
き
る
「
が
ん
」
の
予
防
法
を
紹
介
し

ま
す
。

0

10000

20000

30000

40000

50000
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肺がん（男性）

平成14年平成13年平成7年昭和60年昭和50年昭和40年昭和30年

主ながんによる死亡数の推移単位：人

森
もりやま

山翔
しょうた

太（○菊  高野瀬）

塚
つかはら

原興
こ う き

起（○菊  片角）

村
むらかみ

上　華
はな

（○菊  遊蛇口）

木
き ば た

場田大
だ い と

翔（○菊  下西寺）

後
ご と う

藤真
ま な と

都（○菊  北原）

中
なかやま

山大
だ い や

也（○菊  大林寺）

堀
ほ り た

田理
り こ

来（○菊  北宮）

東
ひがし

　里
り さ

咲（○菊  甲森北）

杉
すぎわか

若美
み う

憂（○菊  花房台）

野
の だ

田結
ゆ う あ

愛（○菊  花房台）

川
かわぐち

口太
た い が

雅（○菊  立石）

７月21日（木）旭志会場

７月22日（金）菊池会場

楠
くすのき

陽
は る か

花（○泗  南住吉）

小
お の

野響
きょうこ

子（○泗  田島二）

中
な か お

尾亜
あ み

美（○泗  南住吉）

池
いけまつ

松智
と も や

弥（○泗  朝日団地）

山
や ま だ

田菜
な な

々（○泗  桜山四）

青
あ お き

木結
ゆ い

郁（○泗  富の原中央）

田
た な か

中未
み ら い

来（○泗  南住吉）

後
ご と う

藤彩
あ や か

華（○泗  久米一）

北
きたみかど

御門飛
あ す か

鳥（○泗  富の原中央）

德
と く だ

田光
あ り さ

咲（○泗  富の原西）

西
にしかわ

川航
か ず と

斗（○泗  富納）

豆
まめつか

塚　駿
かける

（○泗  永）

川
かわぐち

口桃
も も か

果（○泗  富の原一）

楠
くすのき

勇
ゆうへい

平（○泗  南住吉）

上
う え の

野一
い っ き

気（○泗  福本団地）

井
い ど

戸華
か り ん

鈴（○泗  朝日団地）

宮
みやぐち

口恭
きょうすけ

輔（○泗  朝日団地）

橋
はしむら

村樹
も と や

哉（○泗  東原団地）

７月27日（水）泗水会場

日
本
人
の
が
ん
の
特
徴

ち
ょ
っ
と
の
心
が
け
で

が
ん
を
予
防

第１条 12
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新着図書情報

土の中の子供 中村文則　著
　私は土の中で生まれた。親はいない。暴力だ
けがあった。ラジオでは戦争の情報が流れてい
た・・・。芥川賞受賞作「土の中の子供」と「蜘
蛛の声」の２編を収録。

波に座る男たち 梶尾真治　著
　食い詰めたヤクザの一家が漁師に転身 !日本伝統の食文化を守
るため、捕鯨に乗り出すが、環境保護団体との過激な抗争は思
わぬ行方に・・・。由緒正しきニッポンのエンターテインメント。

花まんま 朱川湊人　著
　小さな妹がある日突然、誰かの生まれ変わりだと言い出した
としたらー。大阪の路地裏を舞台に、失われてしまった懐かし
さを描く作品集。直木賞受賞作。

デセプション・ポイント（上・下）
ダン・ブラウン　著

　国家偵察局員レイチェルの父は、現職大統領
の対立候補。大統領選の渦中、彼女は大統領か
ら直々にNASAの大発見を確認してくるよう
依頼されるが・・・。偽りと欺きの極地・ホワ
イトハウスで繰り広げられる駆け引きと陰謀を
描く。

東京DOLL 石田衣良　著
　青く透明なビルと虚ろさが混在する東京湾岸。MGとよばれ
る天才ゲームクリエイター。背中に濃紺の翼（タトゥ）をもつ
少女ヨリが、彼の孤独を変えていく。パーフェクトな人形に恋
をした男の物語。

お神酒徳利 山本一力　著
　尚平にはおゆきという思い人がいたが、相肩・新太郎との絆
を大切にするあまり深い付き合いには進展しなかった。ある日、
尚平のもとに、おゆきをさらったという手紙が届く。若い駕篭
舁きの友情とほのかな恋を描く爽快時代小説。

悲しき恋歌（上）
百瀬しのぶ　ノベライズ、イソンウン　脚本

　苛酷な運命に翻弄され、逆境に打ちひしがれても、命をかけ
て一途な愛に生きる主人公ジュンギュ。人はどれほど人を愛せ
るのか ?せつなく、激しくそして悲しい恋の物語。

宮廷女官チャングムの誓い（下）
ユミンジュ　著

　チエー族の陰謀により宮廷から済州島へと追放されたチャ
ングム。失意の底にいた彼女を照らしたのは医女への道だっ
た・・・。チャングムの激動の人生、ついに終章。（上・中もあ
ります）

ひとりずもう さくらももこ　絵と文
　物理部の部室に行ってみると、先輩達が泣いていた。後輩達
もうつむいている。どうやら物理部には全然お客さんが来なかっ
たようだ・・・。テーマは「青春」。爆笑、そして感動のももこワー
ルド。

いのちのリレー 川久保美紀　著
　「校長先生、いのちはみんな、つながってる
んだねー」末期ガンで余命わずかと宣告されな
がらも教壇にたち、子どもたちに「いのちの意
味」を問いつづけながら逝った、ある教育者の
「生きた証」を綴るノンフィクション。

ASO 阿蘇、ぼくの心のふるさと
葉祥明　絵・文

　目を閉じて、心が向かう場所はどこですか ?そこがあなたの
ふるさとですー。美しいASO（阿蘇）の風景にこめた、葉祥明
の心の原点。あなたの心に響くハートフル・メッセージ絵本。

ブンダバー８ くぼしまりお　作、佐竹美保　絵
　夏のあいだ、ブンダバーはおしじさん、リンさん、ゴーゾウ
船長、ゆうれいのきょうだいのトバ王子とマイテ姫たちと、毎
日、楽しく暮らしていました。けれど、お別れの日は近づいて
きて・・。おしゃべりネコ、ブンダバーの物語。 

フェアリー・レルム2 花の妖精
エミリー・ロッダ　著

　おばあちゃんの家にこしてきたジェシー
は、大いそがし。久しぶりに「ひみつの庭」
をのぞくと、妖精の国の白馬メイベルが怒っ
て待っていた。一方、ジェシーは劇の主役に
なって大変なことに・・・。妖精の王国も学
校も問題ばかり !

ふしぎなお人形ミラベル
ピア・リンデンバウム　絵、アストリッド・リンドグレーン　作
　今まであったことで、一番不思議なことをお話しましょう。
２年前のことです。私が６つのときでしたー。ブリッタ・カイ
サがどうやって不思議でかわいいお人形のミラベルとあうこと
ができたか、というとっても不思議なお話。

ハリスおばさん国会へ行く
ポール・ギャリコ　著

　ロンドンでお手伝いさんをするハリスおばさん。今度は陰謀
うずまく国会をほうきとはたきで大そうじ !?

くうねるところすむところ
平　安寿子　著

　30歳にして人生どん詰まりの梨央。一目惚
れしたとび職を追いかけて飛び込んだ工務店で
は、亭主に逃げられた姫と呼ばれる女社長がぶ
ち切れ寸前 ! それでも家はきっちり建てなきゃ
いけない。新境地へ飛び出す女２人の物語。

職業外伝 秋山真志　著
　現在絶滅寸前の職業。飴細工師、街頭紙芝居師、へび屋、銭
湯絵師、見世物小屋、能装束師、俗曲師、幇間 ... 懐かしいけど、
どこか新しい。それを愛してやまない達人達の生き様を織り交
ぜて紹介する「ハローワーク外伝」。

母の詫び状
ー新田次郎 藤原ていの娘に生まれてー

藤原咲子　著
　母、藤原ていのベストセラー。引き揚げの壮
絶な体験記『流れる星は生きている』に衝撃を
受けた一人娘が綴る母との葛藤と溢れるばかり
の母への想い。

いつかパラソルの下で 森　絵都　著
　裏切られた気がした。でも本当は、私が先に父を裏切ったの
だ。四十九日の法要が近づいたころ、私は父の生前の秘密を知っ
てしまう。家族であっても他者には底知れぬ部分を持っている。
弱さや強さ、自立と依存、賢さと愚かさ、相反するものを抱え
込んでも悲観すべきじゃないと教えてくれます。

天使がいた三十日 新堂冬樹　著
　最愛の妻を喪って一年後、亡き妻が宿っているかのような雌
のアイリッシュ・セターのマリーと出会い、絶望し死を願って
いた作曲家が再び生きる喜びを思い出す。心に沁みわたる作品。

泗水図書館

中央公民館図書室

泗水図書館

図
書
だ
よ
り

問い合わせ先
   中央公民館図書室　☎（25）1672
   七城公民館図書室　☎（25）1580
   旭志公民館図書室　☎（37）3111　内線 303
   泗水図書館　　　　☎（38）6866

耳より情報
あなたが出会った本の感動を「絵てがみ」に
してみませんか
　泗水図書館では「絵てがみ」を募集しています。
　募集期間 :９月１日（木）～ 10月 20日（木）
　作品は図書館に展示します。詳しいことは図書館
まで問い合わせてください。（泗水図書館）

押し花でコースターを作ろう
　９月 18日（日）午後２時からはお楽しみ会です。
　今回は押し花でコースターを作ります。皆さんの
参加待ってます。（泗水図書館）

秋の七草
　秋の野原に咲くきれいな七つの草花を、秋の七草
といいます。
　七草は、藤袴（ふじばかま）・葛（くず）・萩（はぎ）・
すすき ・女郎花（おみなえし）・桔梗（ききょう）の花・
撫子（なでしこ）の花です。
　野原や山で見かけるかも・・・。図書室の図鑑で
調べてみませんか。（中央公民館図書室）

月　見
　十五夜にでる満月を「仲秋の名月」といい、月見
をする風習がありますね。
　ススキや団子をお供えするところが多くあります
が、ススキは稲穂の代わりとされ、団子は人間と稲
の魂を表し、収穫に恵まれたことを感謝することか
ら始まったそうです。（中央公民館図書室）

９月の予定
中央公民館
図書室

七城公民館
図書室

旭志公民館
図書室

泗水図書館

１ 木
２ 金
３ 土 閉室日

４ 日 閉室日 閉室日 閉室日

５ 月 休館日

６ 火
７ 水
８ 木
９ 金

10 土

きくちおはな
しのもり
おはなしかい
10:30～

閉室日
おはなしかい
11:00～

11 日 閉室日 閉室日 閉室日

12 月 休館日

13 火
14 水
15 木 閉室日

16 金

17 土 閉室日
古典を楽しむ会
14:00～

18 日 閉室日 閉室日 閉室日
お楽しみ会
14：00～

19 月 閉室日 閉室日 閉室日 休館日

20 火 休館日

21 水
22 木
23 金 閉室日 閉室日 閉室日 休館日

24 土

きくちおはな
しのもり
おはなしかい
10:30～

閉室日
おはなしかい
11:00～

25 日 閉室日 閉室日 閉室日

26 月 休館日

27 火
28 水
29 木
30 金 休館日

　
「
ピ
カ
ッ
ゴ
ロ
ゴ
ロ
、
バ

リ
バ
リ
、
ダ
ー
ン
ッ
」
夏
の

夕
立
の
雷
が
苦
手
な
私
が
お

奨
め
し
た
い
絵
本
で
す
。

　

か
み
な
り
の
娘
、
お
シ

カ
は
セ
ッ
セ
ッ
セ
が
大
好

き
。
一
に
た
ち
ば
な
、
二

に
た
つ
し
ば
て(

か
き
つ
ば

た)

・
・
・
・
。「
村
の
子

た
ち
と
セ
ッ
セ
ッ
セ
を
し

た
ぁ
ー
い
」
と
、
毎
日
お
っ

か
あ
を
困
ら
せ
て
い
ま
し
た
。

　

あ
る
日
、
お
シ
カ
は
赤
い

ひ
も
で
チ
ョ
ン
チ
ョ
コ
リ
ン

の
ツ
ノ
を
か
く
し
て
下
界
へ
。

で
も
誰
も
遊
ん
で
く
れ
ま
せ

ん
。
泣
き
そ
う
な
お
シ
カ
に

一
人
の
男
の
子
が
セ
ッ
セ
ッ

セ
を
し
て
く
れ
た
の
で
す
。

　

―

茂
助
の
や
さ
し
さ
が
、

手
を
打
ち
合
わ
せ
る
ご
と
に
、

か
ら
だ
に
し
み
と
お
っ
て
く

る
の
だ―

　

お
シ
カ
は
、
か
み
な
り
お

や
じ
の
お
仕
置
を
受
け
な
が

ら
、
ち
っ
と
も
悲
し
く
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

作
品
全
体
を
通
し
て
人
の

心
の
温
か
さ
が
、
見
事
な
版

画
に
よ
っ
て
生
命
を
吹
き
込

ま
れ
て
い
ま
す
。

　

か
み
な
り
が
恐
い
お
子
さ

ん
に
も
、
ぜ
ひ
、
読
ん
で
あ

げ
て
、
一
緒
に
楽
し
ん
で
ほ

し
い
絵
本
で
す
。

私
の
推
薦

か
み
な
り
む
す
め

斎
藤
隆
介
・
作　

滝
平
二
郎
・
絵

　緒
おがた

方　玲
れい

　さん
（○七　内島）



14｜広報きくち｜2005 SEPTEMBER-115 広報きくち｜2005 SEPTEMBER-1｜

広
報
文
芸
き
く
ち

孫
の
箸
う
ま
く
か
か
ら
ぬ
冷
ソ
ー
メ
ン 

五
丁　

義
昭

失
明
を
免
が
れ
し
妻
と
星
祀
る 

内
村　

泊
虹

さ
ま
ざ
ま
の
く
ら
し
狂
は
せ
遅
れ
梅
雨 

藤
本　

邦
治

今
成
り
し
ば
か
り
の
茅
の
輪
風
く
ぐ
る 

坂
本
ま
つ
え

半
夏
生
の
手
招
き
嬉
し
朝
散
歩 

内
村　

鈴
子

打
水
に
跳
石
涼
し
夏
座
敷 

服
部　

静
子

初
蝉
に
箸
を
止
ど
め
し
朝あ
さ

餉げ

か
な 

村
山　

数
恵

今
朝
の
雷
梅
雨
の
上
が
り
の
知
ら
せ
と
も 

吉
岡　

民
子

亡
き
母
の
日
仐
を
ま
た
も
さ
し
て
み
る 

藤
本
ア
ツ
子

風
涼
し
ナ
ー
ス
ス
マ
イ
ル
診
療
所 

寺
本　

和
子

音
も
な
く
光
っ
て
い
た
よ
い
な
づ
ま
が

（
小
六
）
渡
辺　

一
史

い
な
び
か
り
光
っ
て
も
音
は
鳴
ら
な
い
な

（
小
六
）
渡
辺　

大
寿

空
梅
雨 

沈
ん
だ
村
の
浮
か
び
出
た 

 

三　

水

好
き
な
く
せ 

わ
ざ
と
離
れ
て
座
っ
と
る 

 

五　

女

気
の
利
か
ん 

聞
こ
え
ん
と
か
い
咳
払
い 

 

英　

坊

気
の
利
か
ん 

挨
拶
も
せ
ん
茶
も
汲
ま
ん 

 

水　

光

ど
う
に
で
ん 

家
の
嫁
女
に
し
ゅ
う
ご
た
る  

三　

代

空
梅
雨 

紫
陽
花
の
色
し
ら
け
と
る 
 

美　

樹

好
き
な
く
せ 

わ
ざ
と
嫌
味
ば
言
う
ち
み
る  

江　

彩

好
き
な
く
せ 

話
し
か
け
て
も
知
ら
ん
振
り  

義　

雄

思
い
も
よ
ら
ん 

掘
っ
た
ら
温
泉
湧
い
て
出
た 

寛　

ぺ

ま
た
一
つ
年
重
ね
る
日
近
ず
き
て
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
の
風
呂

に
髪
洗
う 

池
田　

禮
子

供
華
の
水
下
げ
来
し
み
墓
は
緑
陰
の
中
に
て
暫
く
屈
ま
り

て
い
つ 

下
川　

つ
ぎ

す
ば
ら
し
い
朝
日
に
向
か
い
進
み
つ
つ
ハ
ン
ド
ル
離
し
柏

手
を
打
つ 

村
上　

幾
雄

八
十
路
の
姉
妹
三
人
ふ
る
里
の
家
に
泊
ま
り
し
こ
の
夜
短

し 

森　
　

道
子

子
等
三
人
自
動
ド
ア
ー
を
見
上
げ
い
る
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム

を
そ
れ
ぞ
れ
持
ち
て 

斉
藤　

芳
子

刈
り
込
み
し
ツ
ツ
ジ
の
中
に
残
り
た
る
花
を
揚
げ
羽
が
し

き
り
に
巡
る 

岩
津　

涼
子

咲
き
の
ぼ
り
最
後
の
グ
ラ
ジ
オ
ラ
ス
の
一
輪
に
飛
び
来
し

蝶
が
羽
た
た
み
た
り 

吉
間　

充
子

荒
雨
に
打
た
れ
て
向
日
葵
が
倒
れ
し
も
我
諦
め
ず
雨
上
が

れ
ば
と 

池
田
カ
ツ
子

孫
娘
が
命
懸
け
て
の
優
勝
戦
わ
れ
手
を
合
わ
す
神
に
頼
み

て 
緒
方　

寛
子

明
け
易
さ
心
に
あ
ま
る
こ
と
ば
か
り 

芹
川
の
り
子

ゴ
ー
ル
し
て
抱
き
合
う
子
等
汗
ま
み
れ 

中
尾
ヨ
シ
コ

薫
風
の
そ
よ
ぎ
て
招
く
大
阿
蘇
野 

東　
　

由
香

守や
も
り宮
棲
む
厨
の
朝
の
忙
し
き 

岩
根　

良
子

暁
の
空
に
声
の
み
不
如
帰 

中
山　

栄
子

太
き
牙
の
マ
ン
モ
ス
の
を
る
日
本
夏 

芹
川　

蓉
子

か
の
山
に
棟お
う
ち檀
あ
る
ら
し
薄
紫
の 

工
藤　

房
子

ほ
と
と
ぎ
す
我
も
句
会
に
い
そ
い
そ
と 

出
田
み
と
り

風
鈴
は
一
つ
も
な
く
て
子
沢
山 

岩
根
サ
チ
子

夫
遺
影
大
輪
百
合
の
中
に
笑
む 

東　
　

芳
子

雨
待
ち
の
棚
田
の
畔
や
夏
あ
ざ
み 

水
谷　

ミ
ネ

せ
せ
ら
ぎ
俳
句
会　

７
月
例
会

肥
後
狂
句
水
笑
会　

７
月
例
会

七
城
短
歌
会　
　
　

７
月
詠
草

旭
志
文
芸
俳
句
会　

７
月
詠
草

菊
池
野
は
青
垣
山
に
か
こ
ま
れ
て
「
美
人
の
寝
姿
」
鞍
岳

か
す
む 

氏
岡　

百
枝

雨
あ
と
の
や
さ
し
き
土
の
草
を
引
く
一
畳
ほ
ど
の
菊
の
狭さ

畑ば
た
け 

梅
野
か
を
り

物
干
し
に
き
じ
鳩
が
来
て
よ
く
鳴
け
り
雨
あ
が
り
日
の
差

せ
る
朝 
梅
田　

昭
子

熱
帯
夜
過
ご
せ
し
朝
の
倦け
ん
た
い怠
に
刻
む
胡き
う
り瓜
の
涼
し
き
み
ど

り 

黒
田　

衣
子

ア
マ
リ
リ
ス
純
白
大
き
く
咲
け
ば
ま
た
水
栽
培
の
不
思
議

な
る
域い
き 

佐
々
木
か
つ
え

染
ま
り
ゆ
く
雲
よ
り
こ
こ
ろ
ひ
き
放
し
夕
田
に
注
ぐ
用
水

を
塞せ

く 

竹
野
美
智
代

い
さ
さ
か
の
家
事
の
負
担
は
思
ひ
つ
つ
五
十
過
ぎ
た
る
子

の
帰
省
待
つ 

中
原
ち
え
子

一ひ
と
す
じ筋
の
川
は
涸か

れ
ゆ
く
空
梅
雨
の
水
ひ
た
守
る
堰せ
き

も
乾
き

て 

村
上　

咲
江

背
を
伸
ば
し
横
顔
見
せ
て
答
案
書
く
少
年
す
な
は
ち
彫
ち
ょ
う

像ぞ
う
と
な
る 

古
賀　

次
郎

盥た
ら
い

蹴け

る
赤
子
の
足
に
力
あ
り
頭
一
つ
を
吾
に
ゆ
だ
ね
て

 

川
口
す
み
子

無
造
作
に
天

て
ん
ぐ
さ草

干
し
て
鳥
の
宿 

中
路　

郁
子

渡
り
く
る
父
の
追
憶
青
田
風 

小
山　

照
子

結
界
の
ご
と
く
網
戸
の
内
に
住
む 

北
村　

君
子

岩
清
水
山
の
深
さ
を
手
に
掬
ふ 

丸
山
美
代
子

水
打
っ
て
風
の
流
れ
を
変
へ
に
け
り 

岩
木　

敬
治

一
面
に
う
ね
り
初
め
た
る
青
田
か
な 

打
出　
　

貞

羅
漢
像
梅
雨
の
最
中
に
坐
ら
れ
し 

野
中　

公
枝

籐
寝
椅
子
父
の
好
み
し
向
き
の
ま
ま 

隈
部　

輝
子

川
幅
を
一
気
に
広
げ
男
梅
雨 

田
島　

房
子

雨
去
れ
ば
雨
の
恋
し
き
暑
さ
か
な 

加
藤　

妙
子

巢
立
ち
た
る
燕
と
び
交
ふ
御
所
通
り 

北
村　

妙
子

母
の
忌
や
青
葉
木
菟
鳴
く
夜
の
寂
し 

平
山　

邦
子

そ
る
が
人
間 

欲
が
あ
る
け
ん
騙
さ
る
る 

藤
野　

清
子

思
い
出
す 

写
真
で
笑
い
か
く
る
母 

小
川　

繁
美

は
っ
と
し
て 

気
付
い
た
時
は
ガ
ッ
チ
ャ
ン
コ 
窪
田　

明
徳

そ
る
が
人
間 

誰
だ
っ
て
命
が
お
し
か 

中
山　

昌
子

思
い
出
す 

サ
イ
パ
ン
島
で
散
っ
た
友 

安
武　

二
山

そ
る
が
人
間 

一
人
ぼ
っ
ち
じ
ゃ
生
き
ら
れ
ん 

狩
野　

本
六

は
っ
と
し
て 

ア
ク
セ
ル
の
方
踏
ん
ど
ら
す 

高
倉　

新
米

思
い
出
す 

飛
ぶ
鳥
落
と
し
よ
っ
た
頃 

太
田　

雄
三

そ
る
が
人
間 

付
き
合
う
ほ
ど
に
味
の
あ
る 

北
村　

竹
刀

思
い
出
す 

賑
わ
い
よ
っ
た
隈
府
町 

光
堀　

善
教

そ
る
が
人
間 

や
っ
ぱ
我
が
身
が
可
愛
い
か
つ 

荒
木　

玄
海

は
っ
と
し
て 

バ
ス
追
い
か
く
る
忘
れ
物
ん 

須
藤　

新
生

色
づ
き
て
熟
れ
て
落
ち
た
る
梅
拾
い
甘
煮
を
つ
く
り
ひ
と

花
咲
か
す 

内
田
つ
ね
代

「
生
き
甲
斐
」
と
黒
子
の
女
お
み
な

微
笑
め
り
農
の
合
間
の
瞳
か

が
や
か
す 

高
藤
タ
ツ
ノ

平
均
寿
命
目
ざ
し
て
行
こ
う
転
ば
ぬ
よ
う
に
今
日
七
十
六

歳
我
誕
生
日 

中
山　

定
子

新
の
盆
あ
ま
た
提
灯
燈
し
つ
つ
径
し
る
べ
し
て
お
待
ち
し

て
ま
す 

福
原
美
智
子

菜
園
に
娘こ

が
育
て
い
る
ミ
ニ
ト
マ
ト
鈴
成
り
朱
実
朝
も
ぐ

た
の
し 

藤
本
の
り
子

羽
根
広
げ
花
を
さ
が
す
か
夏
の
蝶
田
植
え
の
済
み
し
水
面

に
光
る 

宮
本　

峯
子

菊
池
短
歌
会　
　
　
　

７
月
詠
草

万
句
の
里
俳
句
会　

７
月
句
会

肥
後
狂
句
桜
会　
　

７
月
例
会

泗
水
短
歌
会　
　
　

７
月
詠
草

広
報
文
芸
き
く
ち



16｜広報きくち｜2005 SEPTEMBER-117 広報きくち｜2005 SEPTEMBER-1｜

〜
対
象
は
生
後
満
３
カ
月
か
ら
６
カ

月
未
満
で
す
〜

　

今
年
４
月
か
ら
法
の
改
正
で
ツ
ベ

ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
を
廃
止
し
、
Ｂ

Ｃ
Ｇ
接
種
を
「
生
後
６
カ
月
未
満
ま

で
」
に
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

こ
れ
は
結
核
感
染
前
の
早
い
時
期

に
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
を
す
る
こ
と
で
、
乳

幼
児
期
の
重
症
結
核
な
ど
を
予
防
す

る
た
め
で
す
。

　

市
で
は
、
満
３
カ
月
以
上
〜
６
カ

月
未
満
の
乳
児
を
対
象
に
、
次
の
と

お
り
集
団
で
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
を
行
い
ま

す
。

　

接
種
機
会
が
限
ら
れ
て
い
ま
す
の

で
、
接
種
会
場
に
か
か
わ
ら
ず
、
体

調
の
良
い
日
に
、
早
め
に
済
ま
せ
ま

し
ょ
う
。

対
象
年
齢
と
回
数

　

生
後
満
３
カ
月
〜
６
カ
月
未
満
の

乳
児
に
１
回

※
生
後
６
カ
月
を
過
ぎ
る
と
個
人
で

受
け
る
「
有
料
」
の
任
意
接
種
に

な
り
ま
す
。

持
っ
て
く
る
も
の

・
母
子
健
康
手
帳

（
忘
れ
る
と
接
種
が
で
き
ま
せ
ん
）

・
予
診
票

そ
の
他
の
注
意

・
あ
ら
か
じ
め
配
布
し
て
あ
る
「
予

防
接
種
と
子
ど
も
の
健
康
」
を
よ

く
読
み
、
理
解
し
た
上
で
受
け
ま

し
ょ
う
。

・
接
種
を
受
け
る
お
子
さ
ん
の
健
康

状
態
を
よ
く
知
っ
て
い
る
保
護
者

が
連
れ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

・
予
防
接
種
を
受
け
た
後
30
分
間
は
、

急
な
副
反
応
が
起
こ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
会
場
で
お
子
さ
ん

の
様
子
の
観
察
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
後
か
ら
次
の
予
防
接

種
ま
で
は
、
必
ず
４
週
間
以
上
あ

け
て
く
だ
さ
い
。

Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
が
で
き
な
い
人

・
こ
れ
ま
で
に
受
け
た
予
防
接
種
や

け
が
な
ど
で
、
ケ
ロ
イ
ド
が
あ
る

人
・
免
疫
機
能
に
異
常
が
あ
る
人

・
そ
の
他
、
予
防
接
種
を
す
る
こ
と

が
不
適
当
と
医
師
が
認
め
た
人

※
気
に
な
る
こ
と
が
あ
る
場
合
は
、

か
か
り
つ
け
の
医
師
に
相
談
す
る

か
、
意
見
書
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

Q1　

接
種
期
間
の
「
生
後
６
カ
月
未

満
ま
で
の
期
間
」
と
は
？

Ａ　

生
後
６
カ
月
に
達
す
る
前
日
ま

で
を
い
い
ま
す
。
例
え
ば
、
５
月

５
日
生
ま
れ
の
人
は
11
月
４
日
ま

で
で
す
。

Q2　

病
気
や
入
院
、
海
外
渡
航
の
た

め
に
接
種
で
き
な
か
っ
た
場
合
も

接
種
で
き
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？

Ａ　

市
で
実
施
し
て
い
る
定
期
接

種
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

任
意
接
種
に
な
り
、
有
料
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

健
康
推
進
課

　月：膝に水がたまったら
　火：もしあなたがDVに
　　　あったなら
　水：清涼飲料水の摂り過ぎ
　　　と健康障害
　木：糖尿病と抜歯
　金：慢性疲労症候群
土日：陰茎癌

９月の　　　　　健康情報
�096（385）3300 （24時間）

モシモシモシモシモシモシ

生
後
３
カ
月
を
過
ぎ
た
ら

Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種
を

受
け
ま
し
ょ
う

INFORMATION INFORMATION
　

歯
周
病
は
、
40
歳
以
上
の
80
％
の

人
が
か
か
っ
て
お
り
、
中
高
年
の
歯

を
失
う
原
因
の
ト
ッ
プ
を
占
め
て
い

ま
す
。

　

歯
を
支
え
る
歯
ぐ
き
の
病
気
で
、

知
ら
な
い
う
ち
に
進
行
し
、
最
後
は

歯
が
抜
け
て
し
ま
う
恐
ろ
し
い
病
気

で
す
。

　

ま
た
、
動
脈
硬
化
や
心
臓
病
、
糖

尿
病
と
い
っ
た
生
活
習
慣
病
と
密
接

に
か
か
わ
り
を
持
っ
て
い
て
、
全
身

の
健
康
に
さ
ま
ざ
ま
な
悪
影
響
を
及

ぼ
し
ま
す
。

　

歯
ぐ
き
が
健
康
で
な
い
と
食
生
活

の
楽
し
み
を
奪
う
だ
け
で
な
く
、
体

の
老
化
も
早
め
ま
す
。

　

し
か
し
、
検
診
を
受
け
、
正
し
い

歯
み
が
き
の
方
法
や
生
活
習
慣
を
見

直
す
こ
と
で
、
予
防
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

歯
周
病
で
歯
を
な
く
さ
な
い
た
め

に
も
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
検
診
を
受

け
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
検
診
で
、
次
の
よ
う
な
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。

※
そ
の
日
に
結
果
説
明
が
あ
り
ま
す
。

・
む
し
歯
は
な
い
か

・
歯
ぐ
き
か
ら
出
血
し
て
い
な
い
か

・
歯
石
は
つ
い
て
い
な
い
か

・
歯
ぐ
き
は
さ
が
っ
て
な
い
か

・
か
み
合
わ
せ
は
正
常
か

料　

金　

自
己
負
担
額　

無
料

期　

間　

10
月
１
日
（
土
）
〜

　
　
　
　

11
月
30
日
（
水
）

対　

象

　

平
成
18
年
４
月
１
日
ま
で
に
、
40

歳
・
50
歳
・
60
歳
・
70
歳
に
な
る
人

※
対
象
者
に
は
通
知
（
ハ
ガ
キ
）
を

し
ま
す
。

※
必
ず
電
話
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

健
康
推
進
課

おしらせ
INFORMATION
おしらせ
INFORMATION
おしらせ
INFORMATION

菊池市役所　�（25）1111

問い合わせ

菊池総合支所　�（25）1111
七城総合支所　�（25）1000
旭志総合支所　�（37）3111
泗水総合支所　�（38）2111

本　　庁

総合支所

歯
と
歯
ぐ
き
の
検
診

（
歯
周
疾
患
検
診
）を

　
　
　
　
　

行
い
ま
す

実施場所　菊池市指定の歯科医院
歯科医院名 電話番号 歯科医院名 電話番号 歯科医院名 電話番号

荒木歯科医院 （25）1478 たかはし歯科医院（38）5199 林秀歯科医院 （25）4500

小山歯科医院 （25）2034 中川歯科医院 （25）2334 原賀歯科医院 （25）0202

加藤歯科医院 （24）5188 中村歯科医院 （37）2300 増永歯科医院 （25）2285

工藤歯科医院 （25）4657 中山歯科医院 （38）2401 もとだ歯科医院 （38）6373

そのき歯科医院 （24）7008 橋本歯科医院 （38）6018 もみじ歯科医院 （23）6800

髙木歯科クリニック（25）1963 林歯科医院 （24）4182

　

結
核
は
も
う
過
去
の
病
気
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

全
国
で
毎
年
、
約
３
万
２
千
人
の
人
が
結
核
患
者
と
し
て
新
た
に

登
録
さ
れ
、
毎
年
約
２
千
人
も
の
人
が
死
亡
し
て
お
り
、
今
で
も
我

が
国
最
大
の
感
染
症
で
す
。

　

結
核
は
、
早
く
発
見
し
て
治
療
す
る
こ
と
で
治
る
病
気
で
す
。       

　

せ
き
・
た
ん
・
だ
る
さ
・
発
熱
な
ど
が
２
週
間
以
上
続
く
よ
う
な

ら
、
早
め
に
医
療
機
関
で
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

ＢＣＧ日程表

実施日 対象者 受付時間 場所

９月 28日
（水）

実施日に
３カ月～
６カ月未
満のお子
さん

午後１時
30分～
午後２時

旭志老人
憩いの家
「太陽の
家」

※上記の実施日のうちで、都合が良い日に早めに受け
ましょう。

※BCG接種は一生のうち乳児期に１回のみです。接
種の有無は母子健康手帳で確認してください。

健診の内容
健診項目 対象年齢 料金 健診内容

胃がん検診 30歳以上 900円 バリウムによる透視検査
子宮がん検診 20歳以上 600円 検診車での子宮頚部検査

生活習慣病健診
19～39歳 2,000円 身体計測・血圧測定・尿検査・血液

検査（肝機能、腎機能、血糖検査等）・
心電図の検査、内科診察40歳以上 1,000円

結核検診 65歳以上 無料 胸部Ｘ線検査
大腸がん検診
（便潜血検査） 30歳以上 500円 検便検査

腹部超音波検査 30歳以上 2,000円 検診車での超音波腹部検査
乳房がん検診
（超音波） 30歳以上 1,000円 検診車での超音波乳房検査

※健診項目の追加・キャンセルは、当日受付に申し出てください。

健診の日程
健診日 時間 会　場

９
月

18日 日

午
前
７
時
〜
正
午

菊池市文化会館

20日 火 みどりの館
（重味小学校跡）

21日 水 菊池市
勤労青少年ホーム

22日 木
七城公民館23日 金

24日 土
25日 日

菊池広域保健センター
（養生園）

26日 月
27日 火
28日 水
29日 木

30日 金 菊池市
勤労青少年ホーム

10
月

１日 土 菊池市西部市民センター
４日 火

旭志公民館
（旭志多目研修センター）５日 水

６日 木
７日 金

菊池市文化会館
８日 土

　基本健診と各種がん検診を、同じ日に同じ会場で受けることができる健
診です。
　５月に取りまとめた「菊池市検診希望調査票」をもとに問診表を送付し
ています。受診時間を指定していますが、当日の健診状況で指定された時
間から多少ずれ込む場合がありますので、あらかじめご了承ください。
　基本健診と結核検診は、今回の複合健診で受診できなかった人でも、11
月に受けることができます。
問い合わせ先　健康推進課

希望する健診を同じ日に受けることができます

あ
な
た
の
募
金
が
結
核
や
肺
が
ん
の

な
い
明
る
い
社
会
を
つ
く
り
ま
す
。

　

複
十
字
シ
ー
ル
募
金
運
動
は
、
世

界
中
の
結
核
を
撲
滅
し
、
肺
が
ん
そ

の
他
の
胸
部
疾
患
を
な
く
す
た
め
、

事
業
資
金
を
集
め
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
世
界
約
80
カ
国
で
実
施
さ
れ

て
い
る
募
金
活
動
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、
結
核
・
肺
が
ん
そ

の
他
の
胸
部
疾
患
の
研
究
調
査
や
胸

部
レ
ン
ト
ゲ
ン
車
の
整
備
・
購
入
、

ま
た
途
上
国
の
結
核
対
策
な
ど
に
使

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

菊
池
市
で
も
９
月
〜
12
月
ま
で
健

康
を
守
る
婦
人
の
会
構
成
団
体
を
と

お
し
て
募
金
の
呼
び
か
け
を
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
各
種
団
体
や
市
民
の
皆
さ

ん
へ
い
ろ
い
ろ
な
場
で
複
十
字
シ
ー

ル
募
金
運
動
を
行
い
ま
す
。

　

結
核
は
決
し
て
過
去
の
病
気
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
結
核
予
防
事
業
の
活

動
資
金
に
対
す
る
皆
さ
ん
の
温
か
い

ご
支
援
を
、
ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

※
健
康
を
守
る
婦
人
の
会
と
は
、
健

康
増
進
運
動
・
公
衆
衛
生
思
想
の
普

及
な
ど
、
保
健
衛
生
に
関
す
る
自
主

的
活
動
に
努
め
、
健
康
で
明
る
く
住

み
よ
い
郷
土
づ
く
り
を
目
的
と
す
る

菊
池
市
の
女
性
の
団
体
（
女
性
の

会
・
む
つ
み
会
・
Ｊ
Ａ
女
性
部
・
商

工
会
女
性
部
・
食
生
活
改
善
推
進
協

議
会
・
退
職
女
教
師
の
会
・
母
子

会
・
養
護
教
諭
部
会
・
保
育
士
の

会
・
看
護
師
の
会
・
栄
養
士
の
会
な

ど
）
か
ら
成
立
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

健
康
推
進
課

複十字シール
みんなの力で結核と肺がんの撲滅を

結
核
予
防
週
間　

９
月
24
日
（
土
）
〜
９
月
30
日
（
金
）

結
核
は
、今
で
も
身
近
な
病
気
で
す

結
核
撲
滅
の
た
め
の
募
金
、

複
十
字
シ
ー
ル
募
金
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　法律に関する心配ごとや困りごと（家庭・金
銭・相続・登記などの問題）について、弁護士を
迎えて相談に応じます。相談は無料です。
と　き　９月20日（火）
　　　　午前９時30分～午後０時30分
※受け付けは午前11時30分まで行いますが、相
談者多数の場合は相談時間に限りがありますの
で、お断りすることもあります。
ところ　中央公民館２階　弁護士　由井照二氏
問い合わせ先　市民課

弁護士「法律相談」開設
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菊
池
市
国
民
健
康
保
険
の
事
業
と

し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
増
進

と
融
和
を
目
的
に
「
水
・
湯
中
運
動

教
室
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

教
室
は
、
次
の
４
コ
ー
ス
で
す
。

①
足
腰
シ
ャ
キ
ッ
と
コ
ー
ス
（
昼
）

 

柔
軟
性
向
上
と
筋
力
強
化
に
よ
り
、

関
節
痛
の
軽
減
を
目
指
し
ま
す
。

②
脂
肪
を
燃
や
せ
コ
ー
ス
（
夜
）

　

全
身
の
筋
肉
を
し
っ
か
り
使
い
、

余
分
な
脂
肪
を
燃
や
し
ま
す
。

③
湯
中
運
動
体
験
コ
ー
ス

　

旧
泗
水
町
・
七
城
町
で
湯
中
運
動

お
よ
び
お
茶
の
間
筋
ト
レ
（
身
体
調

整
体
操
）
の
体
験
教
室
を
実
施
し
ま

す
。

④
水
・
湯
中
運
動
リ
ー
ダ
ー
養
成
講

座
　

市
民
の
主
体
的
な
健
康
づ
く
り
へ

と
発
展
さ
せ
る
た
め
に
希
望
者
へ
の

講
座
を
開
設
し
ま
す
。

　

ま
た
、
過
去
受
講
者
の
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
も
兼
ね
ま
す
。
「
楽
し
く
気

持
よ
く
」
水
中
運
動
に
つ
い
て
学
び

ま
し
ょ
う
。

参
加
費　

全
コ
ー
ス
無
料
（
温
泉
利

用
料
や
プ
ー
ル
利
用
料
は
自
費
）

申
し
込
み
期
限

　

全
コ
ー
ス
９
月
22
日
（
木
）
ま
で

※
詳
し
い
内
容
は
「
菊
池
ま
る
ご
と

健
康
家
族
」
９
月
１
日
号
ま
た
は

菊
池
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で

き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

健
康
推
進
課

ま
た
は 

菊
池
総
合
支
所
健
康
福

祉
課
、
七
城
・
旭
志
・
泗
水
の
各

総
合
支
所
民
生
課

全
国
一
斉

成
年
後
見
無
料
相
談
会

○
認
知
症
の
父
が
悪
質
商
法
に
引
っ

掛
か
っ
て
し
ま
っ
た
。

○
母
の
介
護
を
ど
う
し
よ
う
。

○
誰
か
信
頼
で
き
る
人
に
金
銭
管
理

を
ま
か
せ
た
い
。

○
年
金
が
勝
手
に
使
わ
れ
て
い
る
。

　

こ
ん
な
悩
み
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

司
法
書
士
・
社
会
福
祉
士
が
無
料

で
「
面
接
相
談
」
と
「
電
話
相
談
」

に
応
じ
ま
す
。
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

と　

き　

９
月
10
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ　

熊
本
県
司
法
書
士
会
館

　

熊
本
市
大
江
４
‐
４
‐
34

　
（
ダ
イ
エ
ー
大
江
店
近
く
）

電
話
相
談

　

☎
０
９
６
（
３
６
４
）
０
８
０
０

相
談
員

　

司
法
書
士
お
よ
び
社
会
福
祉
士

主　

催　

熊
本
県
司
法
書
士
会
、
熊

本
県
社
会
福
祉
会
、
（
社
）
成
年
後

見
セ
ン
タ
ー
・
リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト

熊
本
支
部

※
面
接
相
談
の
予
約
は
不
要
で
す
。

　

直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
司
法
書
士
会
事
務
局

　

☎
０
９
６
（
３
６
４
）
２
８
８
９

　

菊
池
地
域
精
神
保
健
希
望
の
会

（
家
族
会
）
は
「
住
み
慣
れ
た
場
所

で
暮
ら
し
続
け
た
い
」
と
願
う
人
々

が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
地
域
づ
く

り
を
目
指
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
こ
こ
ろ

が
ふ
れ
合
う
温
か
い
イ
ベ
ン
ト
を
次

の
と
お
り
計
画
し
ま
し
た
の
で
、
ぜ

ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と　

き　

10
月
６
日
（
木
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

と
こ
ろ　

共
同
作
業
所

　
　
　
　
「
菊
池
き
ぼ
う
の
家
」

　
　
　
　

菊
池
市
隈
府
９
２
５
‐
２

　
　
　
　
　
　

☎
（
25
）
５
２
７
３

内　

容

　

交
流
会
（
コ
ー
ラ
ス
、
手
品
、
き

く
ち
ゃ
ん
体
操
な
ど
）
、
バ
ザ
ー

問
い
合
わ
せ
先

　

菊
池
地
域
精
神
保
健
希
望
の
会

　

会
長　

山
口
啓
子

　
　
　
　
　
　

☎
（
25
）
１
５
１
０

　

10
月
１
日
か
ら
１
週
間
は
「
法
の

日
週
間
」
で
す
。
司
法
書
士
会
と
土

地
家
屋
調
査
士
会
で
は
、
次
の
と
お

り
相
談
所
を
開
設
し
、
皆
さ
ん
の
疑

問
に
お
答
え
し
ま
す
。

　

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
相
談

内
容
の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

山
鹿
市
中
央
公
民
館

　

10
月
１
日
（
土
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

菊
池
市
中
央
公
民
館

　

10
月
４
日
（
火
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

植
木
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　

10
月
８
日
（
土
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

相
談
内
容

　

不
動
産
の
売
買
・
贈
与
・
交
換
並

び
に
相
続
・
遺
言
、
土
地
の
境
界
・

分
筆
・
合
筆
、
家
屋
の
新
築
・
増
築
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
・
サ
ラ
金
問
題
に
関
す

る
こ
と
な
ど

主　

催

・
熊
本
県
司
法
書
士
会
山
鹿
支
部

・
同
土
地
家
屋
調
査
士
会
山
鹿
支
部

問
い
合
わ
せ
先　

松
本
事
務
所

　
　
　
　
　
　

☎
（
43
）
１
０
０
１

　

公
共
下
水
道
工
事
に
よ
り
、
９
月

１
日
か
ら
12
月
末
ま
で
の
期
間
、
べ

ん
り
カ
ー
の
停
留
所
が
変
更
に
な
り

ま
す
。

　

変
更
に
な
る
の
は
、

34
北
園
団
地
停
留
所

　

中
西
寺
区
側
↓
東
原
区
側
へ

38
上
西
寺
停
留
所

　

開
田
記
念
碑
先
↓

　
　
　
　
　

上
西
寺
公
民
館
へ

の
２
カ
所
で
す
。

　

工
事
が
終
了
次
第
、
現
在
の
コ
ー

ス
に
戻
し
ま
す
の
で
、
し
ば
ら
く
の

間
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

企
画
振
興
課

 

平
成
17
年
度
前
期
の
家
屋
調
査
を

９
月
か
ら
実
施
し
ま
す
。

　

今
回
の
対
象
家
屋
は
、
平
成
17
年

１
月
２
日
か
ら
８
月
31
日
ま
で
に
新

築
・
増
改
築
が
完
成
し
た
家
屋
で
す
。

　

ま
た
、
解
体
し
た
家
屋
も
併
せ
て

確
認
し
ま
す
。

　

調
査
に
は
、
固
定
資
産
評
価
補
助

員
（
市
税
務
課
職
員
）
が
伺
い
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
調
査
対
象
者
に
は
別
途
通
知
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課　

ま
た
は　

菊
池
総
合
支

所
税
務
課
、
七
城
・
旭
志
・
泗
水
の

各
総
合
支
所
総
務
振
興
課

INFORMATION INFORMATION

水
・
湯
中
運
動
教
室

参
加
者
募
集

高
齢
者
・
障
害
者
の
た
め
の

「
法
律
・
福
祉
」無
料
相
会

を
開
き
ま
す

「
法
の
日
週
間
」無
料
相
談
所

を
開
設
し
ま
す

家
屋
調
査
に

　
　
　

ご
協
力
く
だ
さ
い

　押花で町おこしをする「菊鹿
フラワーバンク」。
　さまざまなコラボレーション
企画の一環として、熊本では珍
しい５講座と「押花」の作品展
示会を開きます。会場は、ステキな作品でいっぱいです。
展示期間　９月２日（金）～９月19日（月）
開館時間　午前９時～午後６時
会　　場　菊池夢美術館
体 験 会　６つの講座の体験を、土・日に日替わりで開き

ます。
開 催 日　９月３日（土）・４日（日）・10日（土）・11日（日）・

17日（土）・18日（日）・19日（祝）
時　　間　午前10時～正午、午後１時～午後３時
　　　　　※ひとつの体験の所要時間は、30分程度です。

参 加 費　無　料
主　　催　㈱菊鹿フラワーバンク、日本一の押花の里「山

鹿市菊鹿町」
後　　援　ふしぎな花倶楽部、花と緑の研究所、㈶日本手

芸普及協会、日本グラスアート協会
問い合わせ先　菊池夢美術館　☎（23）1155

わいふ一番館だよりわいふ一番館だよりわいふ一番館だより 問い合わせ先　菊池市文化会館
　�（24）1101

期間：10月２日（日）まで
　戦前、菊池の花房台地には陸軍の飛行
場があり、教育隊としてたくさんの兵隊
が訓練していました。今でも、当時の様
子をうかがい知る建物跡が残っていま
す。また、当時勤労奉仕した人の日記も
展示しています。
　この特別展から、戦時下の菊池の人々
の想いに、心をはせてみませんか？

まちかど資料館特別展
花房飛行場展

　まちづくり寄合所１階ギャラリーで
は、出展する人を募集しています。個人
やクラブ・サークル活動で作った作品な
どを多くの人に見てもらいませんか？
もちろんプロの人も大歓迎です。
　また、２階和室は、文化活動の発表や
まちづくりに関する活動の場として誰
でも利用できます。

わいふ一番館（まちづくり寄合
所）で出展してみませんか？

本田恭子
期間：９月27日（火）～10月10日（月）
―今年もまた皆さんに喜んでいただけ
る作品ができました―
　手すき和紙の温もりや、やわらかさ、
素朴な色彩が大変味わい深く魅力のあ
る作品にできています。
　みんな楽しく一生懸命やりました。今
年も一年がかりで頑張った作品の展示
会を開きますので、ぜひ、皆さんご覧く
ださい。

和紙ちぎり絵展示会

西川誠一
期間：９月13日（火）～９月25日（日）
―気ままな旅で出逢った風景を白と黒
で描いた作品―
　平成４年、娘の小学校入学を機に始め
たペン画。今回は、気ままな旅で出逢っ
た風景を私のペン画の世界で表現した
もの 30展ほどを、ご笑覧ください。

西川誠一ペン画展

足腰や関節など体に負担の少ない水中で、
楽しく気持ちよく運動しませんか

べ
ん
り
カ
ー
の
停
留
所
が

一
時
変
更
に
な
り
ま
す

停留所の一時変更に、
ご協力ください

　菊池市では、10月から住民異動届（転入届、転居届、
転出届、世帯変更届など）を対象に届出人（または委
任状を持った代理人）が本人であることを確認するた
め、本人確認書類の提示をお願いします。
　これは、住民異動届提出時の本人確認を厳格にする
ため、住民基本台帳事務処理要領の改正が行われたた
めで、第三者による本人に成りすました虚偽の届出を
防止することを主な目的としています。
　窓口などに手続きにお越しになる市民の皆さんに
は、負担をおかけしますが、ご理解とご協力をお願い
します。
窓口にお越しの際は、次のものを持参してください
・写真貼付の身分証明書
　持参人の住民基本台帳カード、運転免許証、パスポー
ト、外国人登録証明書、身体障害者手帳、その他法人
の代表者、所属する団体の長または官公庁が発行した
写真貼付の身分証明書
・写真貼付の身分証明書がない場合
　持参人の健康保険証、年金手帳、銀行などの預金通
帳、社員証、学生証、キャッシュカードなど
問い合わせ先
　市民課　または
　七城・旭志・泗水の各総合支所民生課市民係

10月から
住民異動届の提出の際
本人確認を実施します

免許証などの身分証明書を窓口にお持ちください

虚偽の届出を防止するため

生活色彩クラフト展

菊
池
地
域

精
神
保
健
福
祉
交
流
会
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下
水
道
事
業
の
本
管
は
、
菊
池
市

で
整
備
し
ま
す
が
、
各
家
庭
か
ら
の

接
続
（
個
人
負
担
に
な
り
ま
す
）
が

な
け
れ
ば
、
多
大
な
費
用
を
要
し
て

建
設
し
た
施
設
が
生
か
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

下
水
道
の
利
点
を
ご
理
解
い
た
だ

き
、
早
期
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

家
庭
内
の
接
続
工
事
は
、
条
例
に

よ
り
菊
池
市
下
水
道
排
水
設
備
指
定

工
事
店
で
な
い
と
工
事
は
で
き
な
い

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
指
定

工
事
店
に
依
頼
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

汚
水
の
処
理
、
施
設
の
維
持
管
理

は
使
用
料
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

適
正
な
維
持
管
理
を
行
う
た
め
に
、

皆
さ
ん
か
ら
の
使
用
料
は
必
要
で
す
。

納
付
に
は
便
利
な
「
口
座
振
替
」
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

口
座
振
替
の
際
の
通
帳
記
載
は
、

上
水
道
・
下
水
道
な
ど
で
同
じ
電
算

処
理
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
「
上
下

水
道
（
等
）
料
金
」
ま
た
は
同
等
の

カ
タ
カ
ナ
表
示
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

下
水
道
課

　

熊
本
労
働
局
、
県
下
各
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
（
公
共
職
業
安
定
所
）、
熊

本
県
、
熊
本
市
の
共
同
主
催
で
、
来

春
大
学
・
短
期
大
学
・
高
等
専
門

学
校
・
専
修
学
校
を
卒
業
予
定
の
就

職
未
決
定
者
お
よ
び
平
成
17
年
３
月

未
就
職
卒
業
者
の
就
職
支
援
と
県
内

企
業
の
若
年
労
働
力
確
保
を
目
的
に

「
ｊ
ｏ
ｂ 

ｎ
ａ
ｖ
ｉ 

２
０
０
５　

学
生
等
就
職
面
接
会
」
が
開
催
さ
れ

ま
す
。

と　

き

　

９
月
27
日（
火
）と
９
月
28
日（
水
）

　

の
２
日
間

　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時
（
両
日
）

と
こ
ろ

　

興
南
会
館
（
熊
本
市
本
山
町
）

参
加
事
業
所

　

熊
本
県
内
に
事
業
所
を
有
す
る
企

業
１
０
０
社
。

対
象
求
職
者

　

大
学
な
ど
を
来
春
卒
業
予
定
の
就

職
未
決
定
者
お
よ
び
平
成
17
年
３
月

未
就
職
卒
業
者
（
平
成
18
年
３
月
高

校
卒
業
予
定
者
は
対
象
と
し
ま
せ

ん
）。

　

事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

参
加
事
業
所
の
申
し
込
み
先

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊
池

　
（
菊
池
公
共
職
業
安
定
所
）

　

☎
（
24
）
８
６
０
９

問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
労
働
局
職
業
安
定
課

　

☎
０
９
６
（
２
１
１
）
１
７
０
３

　

技
能
検
定
は
、
働
く
人
々
の
技
能

を
検
定
し
、
国
と
し
て
証
明
す
る
制

度
で
、
個
人
能
力
の
証
明
お
よ
び
企

業
に
お
け
る
人
事
育
成
の
手
段
と
し

て
様
々
な
職
種
で
活
用
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

本
年
度
も
熊
本
県
に
つ
い
て
は
、

１
級
〜
３
級
の
区
分
に
応
じ
て
35
職

種
（
予
定
）
に
わ
た
っ
て
、
後
期
技

能
検
定
が
次
の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。

受
験
申
請
受
付

　

９
月
26
日（
月
）〜
10
月
７
日（
金
）

実
技
試
験

　

11
月
25
日
（
金
）
〜

　

平
成
18
年
２
月
19
日
（
日
）

学
科
試
験

平
成
18
年
１
月
29
日
（
日
）、
２

月
１
日
（
水
）、
２
月
５
日
（
日
）、

２
月
12
日
（
日
）

合
格
発
表

　

平
成
18
年
３
月
14
日
（
火
）

※
実
施
予
定
の
職
種
に
つ
い
て
は
、

あ
ら
か
じ
め
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
資
料
請
求
先

　

熊
本
県
職
業
能
力
開
発
協
会
技
能

検
定
課

　

☎
０
９
６
（
３
８
４
）
１
７
１
１

　

地
球
を
と
り
ま
く
オ
ゾ
ン
層
は
、

皮
膚
ガ
ン
や
白
内
障
、
免
疫
力
低
下

の
原
因
と
な
る
有
害
な
紫
外
線
か
ら

私
た
ち
を
守
っ
て
い
ま
す
。

　

で
も
、「
オ
ゾ
ン
ホ
ー
ル
」
で
知
ら

れ
る
よ
う
に
、
今
、
オ
ゾ
ン
層
は
冷

蔵
庫
や
エ
ア
コ
ン
な
ど
を
棄
て
る
と

き
に
不
用
意
に
放
出
さ
れ
る
フ
ロ
ン

ガ
ス
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

１
９
９
５
年
、
国
連
で
は
オ
ゾ
ン

層
保
護
の
た
め
、
毎
年
９
月
16
日
を

「
国
際
オ
ゾ
ン
層
保
護
デ
ー
」
と
し

て
世
界
各
国
が
協
力
し
て
オ
ゾ
ン
層

保
護
に
取
り
組
む
こ
と
が
決
議
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
に
併
わ
せ
て
日
本
で
も
、
毎

年
９
月
を
「
オ
ゾ
ン
層
保
護
対
策
推

進
月
間
」
と
し
て
オ
ゾ
ン
層
の
大
切

さ
や
フ
ロ
ン
ガ
ス
の
適
正
な
回
収
を

訴
え
る
様
々
な
普
及
啓
発
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

冷
蔵
庫
や
エ
ア
コ
ン
、
車
な
ど
を

処
分
す
る
と
き
に
は
、
ル
ー
ル
に

従
っ
て
フ
ロ
ン
ガ
ス
が
適
切
に
処
理

さ
れ
る
よ
う
に
配
慮
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
フ
ロ
ン
回
収
・
処
理
実
施
協

議
会
（
熊
本
県
廃
棄
物
対
策
課
内
）

　

☎
０
９
６
（
３
８
３
）
１
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　

内
線
７
３
６
８

あ
な
た
の
技
能
を

証
明
し
ま
せ
ん
か

平
成
17
年
度（
後
期
）

技
能
検
定

「
ｊ
ｏ
ｂ 

ｎ
ａ
ｖ
ｉ 

２
０
０
５

学
生
等
就
職
面
接
会
」を

開
き
ま
す

９
月
は
オ
ゾ
ン
層
保
護
対
策

推
進
月
間
で
す

INFORMATION INFORMATION
　

１
年
３
６
５
日
、
日
夜
休
み
な
く
働
き
続
け
る
下
水
道

に
「
下
水
道
の
日
」
が
あ
る
こ
と
を
ご
存
知
で
す
か
？

　

下
水
道
は
皆
さ
ん
が
生
活
す
る
上
で
、
生
活
環
境
の
改

善
や
美
し
い
河
川
を
守
る
た
め
に
は
必
要
不
可
欠
な
施
設

で
す
。
普
段
は
地
面
の
中
に
あ
り
、
な
か
な
か
気
付
か
な

い
「
下
水
道
」
に
つ
い
て
、
家
庭
で
話
し
合
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。

下
水
道
本
管
へ
の
早
期
接
続

を
お
願
い
し
ま
す

　

旧
菊
池
市
・
七
城
町
・
旭
志
村
・

泗
水
町
の
人
権
・
同
和
教
育
推
進
協

議
会
（
七
城
町
で
は
、
人
づ
く
り
推

進
委
員
会
）
は
、
永
年
に
わ
た
り
活

動
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
３
月
に

そ
れ
ぞ
れ
が
解
散
し
た
こ
と
で
、
新

し
い
菊
池
市
で
の
設
立
が
望
ま
れ
て

い
ま
し
た
。
そ
れ
が
、
こ
の
３
カ
月

間
の
関
係
者
の
努
力
で
、
こ
の
ほ
ど

設
立
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

７
月
26
日
、
菊
池
市
文
化
会
館
で

本
協
議
会
の
設
立
総
会
が
、
区
長
さ

ん
を
は
じ
め
各
種
団
体
の
代
表
、
行

政
、
学
校
関
係
者
、
運
動
団
体
各
支

部
役
員
な
ど
２
１
３
人
の
参
加
を
得

て
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
協
議
会
の
会
長
で
あ
る
福
村
三

男
市
長
は
、
設
立
総
会
の
あ
い
さ
つ

の
中
で
「
市
政
を
進
め
て
い
く
上
で
、

菊
池
市
の
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
を
基

調
と
し
た
『
豊
か
な
水
と
緑
、
光
あ

ふ
れ
る
田
園
文
化
の
ま
ち
』
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
お
互

い
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
、
差
別
の
な

い
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
が
必
要
で

す
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

　

総
会
後
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
稲

積
謙
次
郎
さ
ん
か
ら
「
人
権
文
化
の

ま
ち
づ
く
り
」
と
題
し
た
講
演
が
あ

り
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
稲
積
さ
ん
は
、
人
権
文

化
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
た
基
本

指
針
を
示
し
、
参
加
者
は
一
歩
踏
み

出
す
勇
気
を
得
た
よ
う
で
し
た
。

　

私
た
ち
市
民
は
、
お
互
い
が
大
切

に
さ
れ
、
真
に
豊
か
で
住
み
よ
い
人

権
文
化
の
ま
ち
を
つ
く
る
た
め
に
は
、

日
常
生
活
の
中
で
、
ま
た
、
そ
れ
ぞ

れ
の
職
務
を
通
じ
て
常
に
人
権
の
視

点
で
も
の
ご
と
を
見
つ
め
る
意
識
を

習
慣
化
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い

ま
す
。

　
「
今
ど
き
部
落
差
別
な
ど
、
な
か

で
す
ば
い
。
私
た
ち
は
、
平
和
に
暮

ら
し
と
り
ま
す
。
あ
ま
り
差
別
差
別

と
騒
が
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
い
う
人

こ
そ
、
自
分
の
子
ど
も
や
身
内
の
問

題
と
な
る
と
大
騒
ぎ
す
る
こ
と
に
な

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

同
和
問
題
を
は
じ
め
と
し
た
あ
ら

ゆ
る
人
権
問
題
の
解
決
に
向
け
て
、

一
人
ひ
と
り
の
人
権
意
識
の
高
揚
に

努
め
、
お
互
い
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
、

差
別
の
な
い
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
に

日
頃
か
ら
努
め
て
い
く
こ
と
が
市
民

の
努
め
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
の
推
進
役
を
果
た
す
の
が
こ
の

「
人
権
・
同
和
教
育
推
進
協
議
会
」

で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

本
協
議
会
は
、
会
長
に
福
村
三
男

市
長
、副
会
長
に
田
中
忠
彦
教
育
長
・

松
永
政
利
菊
池
支
部
長
・
高
村
秀
夫

隈
府
小
学
校
長
を
選
出
し
、
社
会
教

育
課
と
地
域
人
権
教
育
指
導
員
が
事

務
局
に
な
っ
て
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
本
協
議
会
に
次
の
５
つ
の

部
会
を
組
織
し
、
部
会
長
を
決
定
し

ま
し
た
。

行
政
推
進
部
会

　

緒
方
希
八
郎
（
市
総
務
部
長
）

就
学
前
教
育
部
会

　

福
田
俊
彦
（
み
ゆ
き
保
育
園
長
）

学
校
教
育
部
会

　

宮
川
伊
十
（
菊
之
池
小
学
校
長
）

社
会
教
育
部
会

　

宮
本
啓
一
（
市
社
会
教
育
課
長
）

進
路
保
障
部
会

　

西
岡
宏
二
（
泗
水
中
学
校
長
）

　

８
月
か
ら
各
部
会
が
相
互
連
携
し

て
、
人
権
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
て
力
強
い
歩
み
を
始
め
ま
し
た
。

　

こ
の
歩
み
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

※
文
責

　
　

地
域
人
権
教
育
指
導
員中

原　

英

人
権
同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ
④

菊
池
市
人
権
・
同
和
教
育

推
進
協
議
会
が
設
立
さ
れ

ま
し
た

下
水
道
使
用
料
の
納
付
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を

下水道イメージ
キャラクター
「スイスイくん」

９
月
10
日（
土
）は「
下
水
道
の
日
」

入札（開札）日：７月29日（金）
入札（開札）場所：菊池市役所３階大会議室

件　名
予定価格（税込・円）

落札者 指　名
業者数落札額（税込・円）

平成16年度孔子公園
旧物産館修復工事

12,372,000 ㈱荒木重機
代表取締役　荒木晴信

4
12,127,500 

平成17年地籍測量
業務（数値法）委託

35,893,000 ㈱十八測量設計
代表取締役　春本永禄

10
35,385,000 

※その他の入札結果は、菊池市役所総務課で閲覧（午前8時30分～午後5時）できます。
※落札額が10,000,000円以上のものを掲載しています。

公共事業入札の公表
と　き　９月23日（金）午前10時～午後４時
　９月24日（土）午前10時～午後３時30分
ところ　グランメッセ熊本
内　容
・新法施行直前の行刑施設、少年施設の現状お
よび変遷をパネル紹介

・管内行刑施設保管の門外不出の矯正資料展示 
など
問い合わせ先
　福岡矯正管区作業課　☎092（661）1139

第23回九州矯正展 入場無料

泗水浄化センターにある下水処理施設（沈殿槽）。
下水道について家庭で考えてみませんか
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●菊池区長（102人）
区　名 よみがな 氏　名 よみがな 区　名 よみがな 氏　名 よみがな 区　名 よみがな 氏　名 よみがな

上　町 かみまち 久保　房儀 くぼ　
ふさよし 日生野 ひおの 武藤　計臣 むとう　

けいしん 伊 倉 いくら 西山　正郎 にしやま　
せいろう

中　町 なかまち 三牧　博之 みまき　
ひろゆき 下 組 しもぐみ 荒木　君範 あらき　

きみのり 道 園 どうぞの 中村　弘康 なかむら　
ひろやす

下　町 しもまち 竹田　尚正 たけた　
よしまさ 長 六 ちょうろく 森上美智也 もりがみ　

みちや 金 峰 かなみね 山口　正博 やまぐち　
まさひろ

切　明 きりあけ 泉　　雄一 いずみ　
ゆういち 岩 平 いわひら 岩﨑　正也 いわさき　

せいや 生 味 おうみ 田中　義明 たなか　
よしあき

迎　町 むかえまち 板井　眞純 いたい　
まさずみ 塚 原 つかばる 石原　榮一 いしはら　

えいいち 木佐木 きさき 口　成之 にしぐち　
せいし

中央通 ちゅうおうどおり 土井　秀八 どい　
ひではち 伊牟田 いむた 川口　一吉 かわぐち　

かずよし 滝黒仁田 たきくろにた 宇野木克 うのき　
かつゆき

横　町 よこまち 中島　紘一 なかしま　
こういち 古 川 ふるかわ 松下　良夫 まつした　

よしお 上西寺 かみにしでら 堀田　征二 ほった　
せいじ

立　町 たてまち 井上　石根 いのうえ　
せきね 立 門 たてかど 田中　貞治 たなか　

さだはる 中西寺 なかにしでら 中田　隆德 なかた　
たかのり

正院町 しょういんちょう 針　　鐵男 はり　
てつお 戸 城 としろ 橘　　武久 たちばな　

たけひさ 下西寺 しもにしでら 笹本　哲朗 ささもと　
てつろう

栄　町 さかえまち 五島　德義 ごとう　
のりよし 永 山 ながやま 井上　弘一 いのうえ　

ひろかず 辻 つじ 堤　　三郎 つつみ　
さぶろう

西正観寺 にししょうかんじ 木　幹夫 あらき　
みきお 伊 野 いの 實田　牧夫 さねだ　

まきお 南古閑 みなみこが 前田　 一 まえだ　
こういち

東正観寺 ひがししょうかんじ 米嶌英太郎 よねしま　
えいたろう 木 護 きご 山中　孝一 やまなか　

こういち 北古閑 きたこが 後藤　郁郎 ごとう　
いくろう

亘 わたる 渡邊　康助 わたなべ　
こうすけ 柏 かしわ 丸山　和明 まるやま　

かずあき 野間口 のまぐち 石原　國博 いしはら　
くにひろ

築　地 ついじ 東　　博昭 ひがし　
ひろあき 鉾の甲 ほこのこう 林　加頭喜 はやし　

かずき 神 来 おとど 緒方　大助 おがた　
たすけ

片　角 かたかく 松本　節夫 まつもと　
せつお 杉 生 すぎお 土山　興男 つちやま　

よしお 大琳寺 だいりんじ 赤澤　利昭 あかざわ　
としあき

北　原 きたばる 髙群喜久雄 たかむれ　
きくお 寺小野 てらおの 瀧本　欣也 たきもと　

きんや 北 宮 きたみや 長淵　義則 ながふち　
よしのり

立 石 たていし 田﨑　史晶 たさき　
ふみあき 染 土 そめつち 原田　邦昭 はらだ　

くにあき 深 川 ふかがわ ⻆田喜久雄 つのだ　
きくお

袈裟尾 けさお 仁木　正也 にき　
せいや 長 野 ながの 坂本　恭一 さかもと　

きょういち 村 田 むらだ 川口　壽久 かわぐち　
としひさ

玉祥寺 ぎょくしょうじ 三牧　 德 みまき　
よしのり 龍門１ りゅうもんいち 東　　憲昭 ひがし　

のりあき 上長田 かみながた 小川　勝也 おがわ　
かつや

高野瀬 たかのせ 倉永　定義 くらなが　
さだよし 雪 野 ゆきの 池邉　邦晴 いけべ　

くにはる 下長田 しもながた 堤　　正隆 つつみ　
まさたか

遊蛇口 ゆうじゃく 田中　修一 たなか　
しゅういち 小 木 おぎ 小川　公夫 おがわ　

きみお 大 塚 おおつか 田中　正光 たなか　
まさみつ

稗 方 ひえがた 坂本　　勳 さかもと　
いさお 鳳 来 ほうぎ 桟敷野榮一 さしきの　

えいいち 東 原 ひがしばる 田中　哲雄 たなか　
てつお

堀 切 ほりきり 河津　　博 かわつ　
ひろし 穴 川 あながわ 緒方　兼二 おがた　

けんじ 上出田 かみいでた 山下　康博 やました　
やすひろ

神 鶴 かみづる 木崎　國男 きざき　
くにお 西迫間 にしはざま 近藤　俊朗 こんどう　

としろう 下出田 しもいでた 渡邊　隆寛 わたなべ　
たかひろ

松 島 まつしま 松下　公久 まつした　
きみひさ 七 坪 ななつぼ 角田　　誠 かくだ　

まこと 植古閑 うえこが 中林五三男 なかばやし
いそお

日 向 ひむき 林　　征史 はやし　
せいし 市野瀬 いちのせ 岩永富志男 いわなが　

ふじお 広 瀬 ひろせ 中原　昭男 なかはら　
あきお

柿木平 かきのきびら 池田　　昭 いけだ　
あきら 中野瀬 なかのせ 本田　建男 ほんだ　

たてお 木柑子 きこうじ 松岡　征勝 まつおか　
せいしょう

中 原 なかばる 東　　國親 ひがし　
くにちか 東迫間 ひがしはざま 迫　　修一 はざま　

しゅういち 花房台 はなぶさだい 池邉　義一 いけべ　
よしかず

藤 田 ふじた 岩木　俊一 いわき　
しゅんいち 太 田 おおだ 迫　　純一 はざま　

じゅんいち 今 いま 原武　　誠 はらたけ　
まこと

上木庭 うえこば 東　　 悟 ひがし　
けいご 戸豊水 とりゅうず 高山　　薫 たかやま　

しげる 甲森北 こうもりきた 宮川　英敏 みやがわ　
ひでとし

下木庭 したこば 城　　光義 じょう　
みつよし 大 柿 おかき 中村　千秋 なかむら　

ちあき 乙森北 おつもりきた 田㞍　達也 たじり　
たつや

佐 野 さの 外村　廣喜 ほかむら　
ひろき 平 野 ひらの 馬場　鍈一 ばば　

えいいち 上古閑 うえこが 村上　弘 むらかみ　
ひろゆき

鍋 倉 なべくら 小林　浩一 こばやし　
こういち 茂藤里 もとり 城　　泰德 じょう　

やすのり 上赤星 かみあかほし 赤星　陸夫 あかほし　
りくお

原細永 はるほそなが 田﨑　輝雄 たさき　
てるお 篠 倉 しのくら 東　　順一 ひがし　

じゅんいち 下赤星 しもあかほし 竹野　金誠 たけの　
きんせい

●七城区長（38人） ●旭志区長（23人）
区　名 よみがな 氏　名 よみがな 区　名 よみがな 氏　名 よみがな 区　名 よみがな 氏　名 よみがな

山 崎 やまさき 石渕　　実 いしぶち　
みのる 小 川 おがわ 藤本　盛男 ふじもと　

もりお
富の原
中 央

とみのはら
ちゅうおう 桐　　勝則 きり 

かつのり

上水次 かみみつぎ 神尾　桂一 かみお　
けいいち 姫 井 ひめい 水上　　修 みずかみ　

おさむ 富の原台 とみのはらだい 脇　　純夫 わき　
すみお

下水次 しもみつぎ 歌丸　研一 うたまる　
けんいち

楠原・
九の峰

くすばる・
くのみね 斉藤　清次 さいとう　

せいじ 富の原東 とみのはらひがし 髙宮　邦光 たかみや　
くにみつ

岡 田 おかだ 長塩　幸仁 ながしお　
ゆきひと 岩 本 いわもと 岩根　賢公 いわね　

けんこう 富の原北 とみのはらきた 中原　辰夫 なかはら　
たつお

流 川 ながれかわ 原木　隆則 はらき　
たかのり 伊 萩 いはぎ 安武　雅一 やすたけ　

まさいち 富の原一 とみのはらいち 坂本　皓一 さかもと　
こういち

辺 田 へた 德永　徹夫 とくなが　
てつお 北桜ケ水 きたさくらがみず 西口　峰夫 にしぐち　

みねお 富の原西 とみのはらにし 渡邉　鐡 わたなべ　
てつえい

荒 牧 あらまき 前田　英明 まえだ　
ひであき 南桜ケ水 みなみさくらがみず 東　　正夫 ひがし　

まさお 朝日団地 あさひだんち 荒木九州男 あらき　
くすお

高 田 たかた 霍田　憲昭 つるだ　
のりあき 湯 舟 ゆぶね 村山　鹿男 むらやま　

しかお 竹の下 たけのした 稲田　浩己 いなだ　
ひろみ

台 うてな 冨田　謙一 とみた　
けんいち 高 柳 たかやなぎ 本田　一成 ほんだ　

いっせい 久米二 くめに 岩下　義文 いわした　
よしふみ

瀬戸口 せとぐち 古閑　寛夫 こが　
ひろお 平 たいら 中野　正一 なかの　

しょういち 久米一 くめいち 緒方　明久 おがた　
あきひさ

甲佐町 こうさまち 藤本　正隆 ふじもと　
まさたか 小 原 おばる 藤野　敏昭 ふじの　

としあき 高江出分 たかえでぶん 中島　　喬 なかしま　
たかし

新古閑 しんこが 佐々　龍一 さっさ　
りゅういち 津 留 つる 中村　道夫 なかむら　

みちお 高 江 たかえ 古川　良 ふるかわ　
よししげ

清 水 きよみず 木村　公弘 きむら　
きみひろ 妻 越 つまごし 山田　　守 やまだ　

まもる 上高江 かみだかえ 山代　小平 やましろ　
こうへい

宮 園 みやぞの 渡辺　龍孝 わたなべ　
りゅうこう 大 迫 おおさこ 上田　光昭 うえだ　

みつあき 薬 師 やくし 中山　隆一 なかやま　
りゅういち

菰 入 こもいり 美麗　幸男 びれい　
ゆきお 高 永 たかなが 大賀　一親 おおが　

かずちか 福本二 ふくもとに 髙本　義也 たかもと　
よしや

戸田島 とだのしま 村上　藤男 むらかみ　
ふじお 伊 坂 いさか 中尾　悦郎 なかお　

えつろう 福本一 ふくもといち 村上　秀一 むらかみ　
しゅういち

田 中 たなか 本田　昇誠 ほんだ　
しょうせい 片川瀬 かたかわせ 松岡　昌明 まつおか　

まさあき 田 吹 たぶき 塚本　　巽 つかもと　
たつみ

本 村 ほんむら 田代　国広 たしろ　
くにひろ 尾 足 おたる 澤山　清二 さわやま　

せいじ 三万田 みまんだ 井手　輝雄 いで　
てるお

加 恵 かえ 石井　雅雄 いしい　
まさお 川 上 かわかみ 坂本　誠榮 さかもと　

せいえい 田島一 たしまいち 井上　一義 いのうえ　
かずよし

五 海 ごかい 出口　　公 でぐち　
とおる 川 下 かわしも 永田　民生 ながた　

たみお 田島二 たしまに 松岡　建兒 まつおか　
けんじ

西 郷 さいごう 守田　祥一 もりた　
しょういち 出 分 でぶん 有田　征也 ありた　

せいや 猪の目 いのめ 田中　弘文 たなか　
ひろのり

羽根木 はねぎ 古田　吉晴 ふるた　
よしはる 川辺南 かわべみなみ 柿塚　利行 かきつか　

としゆき 岡 おか 井　　亮二 い　
りょうじ

蟹 穴 かにあな 上村孝一郎 うえむら　
こういちろう

あさひ
が 丘

あさひがおか 緒方　勝治 おがた　
かつじ 平 野 ひらの 岩下　武治 いわした　

たけはる

間 所 まどころ 松原　　守 まつばら　
まもる 井戸方 いどほ 磯田　正和 いそだ　

まさかず

岩 瀬 いわせ 矢島　浩二 やじま　
こうじ ●泗水区長（47人） 糠 泉 ぬかずみ 泉田　洋祐 いずみだ　

ようすけ

前 川 まえがわ 出口　博治 でぐち　
ひろはる 区　名 よみがな 氏　名 よみがな 佐 野 さの 安武　法 やすたけ　

ほうぞう

板 井 いたい 本山　純一 もとやま　
じゅんいち 飛 熊 とびくま 植嶋　　聰 うえじま　

さとし 桜山一 さくらやまいち 近藤　京一 こんどう　
きょういち

梶 迫 かじさこ 井藤　重継 いとう　
しげつぐ 上住吉 かみずみよし 森　　敏夫 もり　

としお 桜山二 さくらやまに 木下　　研 きのした　
けん

林 原 はやしばる 岡　慧紀 かたおか　
けいき 南住吉 みなみずみよし 渡邉　光夫 わたなべ　

みつお 桜山三 さくらやまさん 岩木　　勲 いわき　
いさお

元 村 もとむら 石本　賢介 いしもと　
けんすけ 北住吉 きたずみよし 青木　三紀 あおき　

みつのり 桜山四 さくらやまよん 水田　幸子 みずた　
さちこ

新 村 しんむら 鶴　　總子 つる　
ふさこ 富 納 とみのう 　　哲夫 にし　

てつお 桜山五 さくらやまご 草西　幸徳 くさにし　
ゆきのり

打 越 うちごし 怒留湯義信 ぬるゆ　
よしのぶ 永 なが 坂本　孝一 さかもと　

こういち 桜山六 さくらやまろく 松尾　正人 まつお　
まさと

内 島 うちじま 園田　直吉 そのだ　
なおよし 永 南 ながみなみ 村上　良一 むらかみ　

りょういち 桜山七 さくらやまなな 佐美三信雄 さみそう　
のぶお

小野崎 おのざき 狩野　信義 かの　
のぶよし 永出分 ながでぶん 吉宗　信義 よしむね　

のぶよし 桜山八 さくらやまはち 菅　　睦夫 すが　
むつお

松 島 まつしま 松本　隆幸 まつもと　
たかゆき 村 吉 むらよし 堤　　澄雄 つつみ　

すみお 桜山九 さくらやまきゅう 大森　和紀 おおもり　
かずのり

上橋田 かみはした 穗波　健治 ほなみ　
けんじ 富 とみ 梁池　元房 やなち　

もとふさ

下橋田 しもはした 迫　　勝美 はざま　
かつみ 田 中 たなか 井本　堅男 いのもと　

かたお

大 尺 だいしゃく 坂梨　鷹元 さかなし　
たかもと 富出分 とみでぶん 白井　幹郎 しらい　

みきろう

　８月９日（火）に菊池市文化会館で、初めての全体区長
会議があり、施政方針や各課からのお知らせ、質疑などが
ありました。
　また、「菊池市区長協議会」の設立総会も併せてあり、
今年度の事業計画・予算などが承認され、各役員（右写真
=会長・副会長）が選出されました。
　各区長は次のとおりです。（敬称略）
問い合わせ先　総務課 左から、松原　守副会長、藤野敏昭副会長、渡邊康助会長、

稲田浩己副会長

菊
池
市
文
化
会
館
で

あ
っ
た
全
体
区
長
会
議

平成17年度嘱託員（区長）名簿地域と行政のパイプ役

平成17年度嘱託員（区長）名簿
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と　

き　

９
月
28
日
（
水
）

　
　
　
　

午
後
７
時
開
会

と
こ
ろ　

菊
池
市
体
育
セ
ン
タ
ー

参
加
料　

１
チ
ー
ム
１
、０
０
０
円

チ
ー
ム
構
成　

１
チ
ー
ム
４
人

・
49
歳
以
下
ク
ラ
ス
男
女
混
合

・
50
歳
以
上
お
よ
び
女
子
ク
ラ
ス

申
し
込
み
方
法

　

９
月
12
日
（
月
）
か
ら
９
月
22
日

（
木
）
ま
で
（
日
曜
日
を
除
く
）
に
、

申
し
込
み
用
紙
に
参
加
料
を
添
え
て

「
喫
茶
リ
ン
デ
（
菊
池
市
役
所
前
）」

ま
で
申
し
込
む
か
、
Ｆ
ａ
ｘ
「（
25
）

４
２
１
８
」
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

　

Ｆ
ａ
ｘ
で
申
し
込
み
の
場
合
の
参

加
料
は
、
当
日
徴
収
し
ま
す
。

　

申
し
込
み
用
紙
は
、
土
井
ス
ポ
ー

ツ
、
田
中
ス
ポ
ー
ツ
、
喫
茶
リ
ン
デ

に
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

菊
池
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

　

山
田
浩
文

☎
０
９
０
（
４
９
９
１
）
５
７
９
５

　

菊
池
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を
土
曜

日
・
日
曜
日
・
祝
日
に
利
用
す
る
場

合
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
に
空
き
が
あ
る

と
き
は
、
菊
池
市
総
合
体
育
館
窓
口

で
利
用
申
請
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

多
く
の
皆
さ
ん
の
利
用
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

　

 

平
日
の
受
付
は
、
こ
れ
ま
で
ど

お
り
菊
池
市
中
央
公
民
館
（
教
育
課

窓
口
）
で
行
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

菊
池
市
総
合
体
育
館

　
　
　
　
　
　

☎
（
25
）
３
０
０
１

菊
池
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の

休
日
利
用
申
請
が
で
き
ま
す

９月の行事予定
菊池 七城 旭志 泗水

１ 木

２ 金
６・７カ月児健診
13:10～13:30
西部市民センター

３ 土

４ 日

５ 月
健康相談　9:30～10:30
泗水総合支所

６ 火
母親学級　13:15～13:30
西部市民センター

７ 水
３・４カ月児健診
13:10～13:30
西部市民センター 

８ 木
すくすくクラブ　10:00～
児童センター

３・４カ月児健診
13:30～14:00　泗水公民館

９ 金
３・４・６・７カ月児健診
9:30～10:00　七城公民館

３・４・６・７カ月児健診
13:30～14:00
旭志老人憩いの家

10 土

11 日
衆議院議員総選挙・最高裁判所裁判官国民審査　7:00～20:00　各投票所

第16回「菊池川の日」　開場12:30／開演13:00　菊池市文化会館大ホール

12 月

健康相談　9:30～10:30
健康相談室

行政相談　12:00～15:00
七城公民館和室

育児相談　9:30～10:30　西部市民センター

13 火
育児教室　9:30～10:00　西部市民センター

社会保険出張相談所開設　10:00～15:00　菊池市中央公民館

14 水
６・７カ月児健診
13:00～14:00　泗水公民館

15 木

すくすくクラブ　10:00～
児童センター

１歳６カ月児健診
13:30～14:00
旭志老人憩いの家

男女共同参画専門委員相談　13:30～16:30　文化会館

16 金
１歳６カ月児健診
13:10～13:30　文化会館

17 土

休日在宅当番医 ※休日在宅当番医は変更されることがあります。休日や夜間の医療機関は、地域救急医療情報
センター（菊池広域連合消防本部）☎ 096（232）9331 に問い合わせてください。

９月４日

城間クリニック 菊池市 （25）2506 大津第一クリニック 菊陽町 096（232）9595

大森医院 合志町 096（248）0003 宮川歯科医院 合志町 096（248）5524

さとう医院 大津町 096（293）2550

11日

中野クリニック 菊池市 （25）5861 てらしま小児科 菊陽町 096（232）5151

温耳鼻咽喉科医院 合志町 096（248）6188 あくね歯科医院 西合志町 096（242）6480

樽美外科整形外科医院 大津町 096（293）2100

　平成20年に第63回国民体育大会が大分県で開催さ
れます。そのうちのボート競技が菊池市で実施される
ことになりました。
と　き　平成20年９月27日（土）～
　　　　10月７日（火）のうち４日間
ところ　菊池市斑蛇口湖ボート場
競技名　ボート競技
問い合わせ先　社会体育課

菊池有働病院「夏祭り」９
月
の
心
配
ご
と
相
談

　

菊
池
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
心

配
ご
と
相
談
所
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

悩
み
ご
と
や
心
配
ご
と
を
持
つ
人
な

ら
誰
で
も
、
ど
ん
な
問
題
で
も
気
軽
に

相
談
く
だ
さ
い
。

菊
池
支
所　
　

☎
（
25
）
５
０
０
０

と　

き　

７
日（
水
）・
14
日（
水
）・

　
　
　
　

21
日（
水
）・
28
日（
水
）

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
正
午

対　

応　

相
談
員

と
こ
ろ　

菊
池
市
福
祉
会
館

　
　
　
　

２
階
相
談
室

七
城
支
所　
　

☎
（
25
）
５
０
１
０

・
心
配
ご
と
相
談

と　

き　

６
日（
火
）・
21
日（
水
）

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
正
午

対　

応　

相
談
員

と
こ
ろ　

七
城
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

泗
水
支
所　
　

☎
（
38
）
６
３
６
６

と　

き　

１
日（
木
）　

午
前
９
時
〜

　
　
　
　

午
前
11
時
30
分

対　

応　

弁
護
士
、
相
談
員

と
こ
ろ　

泗
水
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

と　

き　

８
日（
木
）・
15
日（
木
）・

　
　
　
　

22
日（
木
）・
29
日（
木
）

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

対　

応　

相
談
員

と
こ
ろ　

泗
水
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

旭
志
支
所　
　

☎
（
37
）
３
７
０
８

　
　
　
　

な　

し
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振り込め詐欺に注意 !
　毎日のように、振り込め詐欺に遭う被害者が後を絶ちま
せん。今回は振り込め詐欺の手口と対処法を紹介します。
●手口
　振り込め詐欺は大きく３つのパターンに分けられます。
①架空請求
　ハガキや携帯電話メールで、有りもしない債権をでっち
あげ、金を請求するもの。
②融資保証金詐欺
　電話１本で即融資などのダイレクトメールや広告で客を
だまし、個人情報を手に入れ、保証料などの名目で金を次
から次へと請求するもの。
③オレオレ詐欺
　警察官や弁護士の名前をかたり、身近な人が重大な事故
や事件を起こしたといい、示談金を請求するもの。
　以上が代表的なパターンです。
　これは、いろいろな名簿を手に入れた詐欺師が、その名
簿に合わせて巧妙にシナリオを作成し、詐欺を実行してい
るのが実態です。  
　パターンは違いますが、その根本はひとつなのです。

問い合わせ先　菊池警察署生活安全課　☎（24）0110

●対処法
①架空請求
 ・覚えのない請求であれば、支払い義務はありません。
「無視する」、「相手に連絡しない」が原則です。
 ・裁判所から支払督促が来た場合は、無視せず裁判所
に確認を。２週間以内に異議申し立てをしないと相
手の主張が認められてしまいます。
②融資保証金詐欺
 ・安易に応じない。貸金業は県知事、もしくは内閣総
理大臣の登録が必要です。相手の業者が、貸金業者
として登録を受けているか確認しましょう。

 ・個人情報を教えないこと。相手は家族の勤務先まで
聞いてきます。だまされたと気付いて相手の電話を
無視すると、家族の勤務先まで嫌がらせの電話をし
てきます。
③オレオレ詐欺
 ・一度電話を切って、本人や仕事先に電話してみる。
相手の勤務先や名前を聞いて一度電話をきり、104
番で確認してみましょう。

 ・本人しか知らないことを聞いてみる。詳しく聞いて
みる。

 ・お金は慌てて振り込まず、必ず誰かに相談する。１
人で判断せず、事実関係を確認してみましょう。

ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

参
加
者
募
集

4人集まって、さわやかな汗
を流してみませんか

マスコットキャラクター
「めじろん」

「チャレンジ！おおいた国体」のボート競技が
菊池市で実施されます



　「ハッピー・バースデイ」では、発行月に誕生日を
迎える３歳までの子どもさんの写真を募集してい
ます。
　発行前月の10日まで受け付け、先着７人としま
す。写真にコメントを添えて、菊池市役所または各
総合支所の広報担当まで申し込んでください。

菊池市役所（本庁・菊池総合支所）は、環境管理の国際規格「ISO14001」を認証取得しています

菊池市情報企画課
〒861-1392
熊本県菊池市隈府888番地
TEL 0968（25）1111
FAX 0968（25）5720
ホームページ　http://www.city.kikuchi.kumamoto.jp/
市長メール　mayor@city.kikuchi.kumamoto.jp
行政メール　kouhou@city.kikuchi.kumamoto.jp
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７月末の人の動き
（対前月比）

　

夏
祭
り
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
る

花
火
。
取
材
で
菊
池
市
内
で
あ
る

花
火
大
会
を
回
り
、
夜
空
に
咲
く

大
輪
の
花
を
い
く
つ
も
カ
メ
ラ
に

写
し
こ
ん
で
き
た
。

　

ど
こ
も
、
花
火
の
種
類
が
違
え

ば
演
出
も
違
う
が
、
フ
ィ
ナ
ー
レ

に
は
観
客
か
ら
大
き
な
拍
手
と
歓

声
が
上
が
る
。

　

無
料
で
見
る
こ
と
が
で
き
華
や

か
な
花
火
。
で
も
、
陰
で
１
発
で

も
多
く
の
花
火
を
打
ち
上
げ
よ
う

と
費
用
集
め
に
回
る
人
や
そ
れ
に

賛
同
し
費
用
を
提
供
し
て
い
る
人

が
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
な

い
。

H16年
９月10日
生まれ

あいとく～ん？
はいっ！

じいちゃん、
ばあちゃん、
だいすきです。

おじいちゃん、
おばあちゃん、
大好き！

平
嶋
秀
成
く
ん

（
１
歳 

○ 

村
吉
）

父
・
洋
志
さ
ん

母
・
淳
子
さ
ん

ひ
ら
し
ま
し
ゅ
う
せ
い

泗

實
田
藍
斗
く
ん

（
１
歳 

○ 

富
）

父
・
博
司
さ
ん

母
・
亜
希
さ
ん

さ
ね
だ
あ
い
と泗

上
田
義
光
く
ん

（
１
歳 

○ 

大
迫
）

父
・
勝
広
さ
ん

母
・
絵
美
さ
ん

う
え
だ
よ
し
み
つ旭

成
瀬
健
翔
く
ん

（
１
歳 

○ 

富
の
原
一
）

父
・
誠
治
さ
ん

母
・
理
香
さ
ん

な
る
せ
け
ん
と泗

内
田
聖
羅
く
ん

（
１
歳 

○ 

富
の
原
一
）

父
・
公
博
さ
ん

母
・
貴
代
さ
ん

う
ち
だ

せ

ら泗

長
塩
幸
奈
ち
ゃ
ん

（
１
歳 

○ 

岡
田
）

父
・
邦
幸
さ
ん

母
・
久
美
さ
ん

な
が
し
お
ゆ
き
な七

堀
本
琢
真
く
ん

（
１
歳 

○ 

下
赤
星
）

父
・
誠
さ
ん

母
・
知
恵
子
さ
ん

ほ
り
も
と
た
く
ま菊

H16年
９月９日
生まれ

H16年
９月14日
生まれ

H16年
９月24日
生まれ

よしき兄ちゃんに、
負けないくらい
強くなるぞ！

H16年
９月１日
生まれ

H16年
９月14日
生まれ

大好きな
お兄ちゃんの
マネをするのが、
得意です。

H16年
９月28日
生まれ

菊

お兄ちゃんたちが
大好きです。

ぼくのえがおに、
みんな

メロメロさっ。

　９月下旬から、調査員証を携
帯した調査員が、各世帯を訪問
します。
　市民の皆さんのご協力をお願
いします。
問い合わせ先
　情報企画課　☎（25）1111

総務省統計局・熊本県・菊池市

●住民登録とは関係なく、10月１日（土）現在、普段住んでいる
場所で、調査票に記入していただきます。
●国勢調査は日本に住んでいるすべての人が対象となり、回答が
義務付けられています。
●調査員が皆さんのお宅へ、調査票の配布・受け取りに伺います。
●国勢調査は未来の羅針盤として、私たちの生活にいかされます。
●国勢調査員をはじめとする調査関係者には、守秘義務があり、
調査内容の秘密は保護されます。

５年に一度の一大イベント５年に一度の一大イベント５年に一度の一大イベント５年に一度の一大イベント
今年は国勢調査の年です


